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１．議事日程 

  〔平成２８年第１回安芸高田市議会３月定例会第５日目〕 

 

                             平成２８年 ２月２３日 

                             午 前 １ ０ 時 開 会 

                             於  安芸高田市議場 

 

日程第１  会議録署名議員の指名 

日程第２  議案第21号 平成27年度安芸高田市一般会計補正予算（第４号） 

日程第３  議案第22号 平成27年度安芸高田市国民健康保険特別会計補正予算（第３ 

            号） 

日程第４  議案第23号 平成27年度安芸高田市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２ 

            号） 

日程第５  議案第24号 平成27年度安芸高田市介護保険特別会計補正予算（第３号） 

日程第６  議案第25号 平成27年度安芸高田市介護サービス特別会計補正予算（第１ 

            号） 

日程第７  議案第26号 平成27年度安芸高田市公共下水道事業特別会計補正予算（第３ 

            号） 

日程第８  議案第27号 平成27年度安芸高田市特定環境保全公共下水道事業特別会計補 

            正予算（第３号） 

日程第９  議案第28号 平成27年度安芸高田市農業集落排水事業特別会計補正予算（第 

３号） 

日程第１０ 議案第29号 平成27年度安芸高田市浄化槽整備事業特別会計補正予算（第２ 

            号） 

日程第１１ 議案第30号 平成27年度安芸高田市簡易水道事業特別会計補正予算（第２ 

            号） 

日程第１２ 議案第31号 平成27年度安芸高田市飲料水供給事業特別会計補正予算（第１ 

            号） 

日程第１３ 議案第32号 平成27年度安芸高田市水道事業会計補正予算（第３号） 

日程第１４ 一般質問 

 

 

２．出席議員は次のとおりである。（１８名） 

    １番    玉 重 輝 吉     ２番    玉 井 直 子 

    ３番    久 保 慶 子     ４番    下 岡 多美枝 

    ５番    前 重 昌 敬     ６番    石 飛 慶 久 

    ７番    児 玉 史 則     ８番    大 下 正 幸 

    ９番    水 戸 眞 悟    １０番    先 川 和 幸 

   １１番    熊 高 昌 三    １２番    宍 戸 邦 夫 

   １３番    秋 田 雅 朝    １４番    塚 本   近 

   １５番    藤 井 昌 之    １６番    金 行 哲 昭 
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   １７番    青 原 敏 治    １８番    山 本   優 

 

 

３．欠席議員は次のとおりである（なし） 

 

 

４．会議録署名議員 

   １６番    金 行 哲 昭     １番    玉 重 輝 吉 

 

 

５．地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名（２０名） 

  市 長  浜 田 一 義  教 育 長  永 井 初 男 

  総 務 部 長  杉 安 明 彦  企 画 振興 部 長  武 岡 隆 文 

  市 民 部 長  小笠原 義 和  産 業 振興 部 長  清 水   勝 

  福祉保健部長兼福祉事務所長  可愛川 實知則  産業振興部特命担当部長  山 平   修 

  建設部長兼公営企業部長  西 原 裕 文  教 育 次 長  叶 丸 一 雅 

  消 防 長  久 保 高 憲  会 計 管 理 者  広 瀬 信 之 

  八 千 代支 所 長  河 野 雄 二  美 土 里支 所 長  毛 利 幹 夫 

  高 宮 支 所 長  中 谷 文 彦  甲 田 支 所 長  小 玉   勝 

  向 原 支 所 長  神 岡 眞 信  総 務 課 長  土 井 実貴男 

  財 政 課 長  河 本 圭 司  政 策 企画 課 長  西 岡 保 典 

 

 

６．職務のため議場に出席した事務局の職氏名（４名） 

  事 務 局 長  外 輪 勇 三  事 務 局 次 長  近 永 義 和 

  総 務 係 長  森 岡 雅 昭  専 門 員  大 足 龍 利 
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～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前１０時００分 開議 

○山 本 議 長  皆さんおはようございます。 

 定刻になりました。 

 ただいまの出席議員は18名であります。 

 定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

      日程第１ 会議録署名議員の指名 

○山 本 議 長  日程第1、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第86条の規定により、議長において16番 

金行哲昭君、及び1番 玉重輝吉君を指名いたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

      日程第２ 議案第21号 平成27年度安芸高田市一般会計補正予算（第4号） 

      日程第３ 議案第22号 平成27年度安芸高田市国民健康保険特別会計補正予 

                 算（第3号） 

      日程第４ 議案第23号 平成27年度安芸高田市後期高齢者医療特別会計補正 

                 予算（第2号） 

      日程第５ 議案第24号 平成27年度安芸高田市介護保険特別会計補正予算 

                 （第3号） 

      日程第６ 議案第25号 平成27年度安芸高田市介護サービス特別会計補正予 

                 算（第1号） 

      日程第７ 議案第26号 平成27年度安芸高田市公共下水道事業特別会計補正 

                 予算（第3号） 

      日程第８ 議案第27号 平成27年度安芸高田市特定環境保全公共下水道事業 

                 特別会計補予算（第3号） 

      日程第９ 議案第28号 平成27年度安芸高田市農業集落排水事業特別会計補 

                 正予算（第3号） 

      日程第10 議案第29号 平成27年度安芸高田市浄化槽整備事業特別会計補正 

                 予算（第2号） 

      日程第11 議案第30号 平成27年度安芸高田市簡易水道事業特別会計補予算 

                 （第2号） 

      日程第12 議案第31号 平成27年度安芸高田市飲料水供給事業特別会計補正 

                 予算（第1号） 

      日程第13 議案第32号 平成27年度安芸高田市水道事業会計補正予算（第3 

                 号） 

○山 本 議 長  日程第2、議案第21号「平成27年度安芸高田市一般会計補正予算（第4

号）」の件から、日程第13、議案第32号「平成27年度安芸高田市水道事

業会計補正予算（第3号）」の件までの12件を一括して議題といたしま

す。 

 本案12件は、予算決算常任委員会に付託されておりましたので、委員
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長から審査結果の報告を求めます。 

 予算決算常任委員長 金行哲昭君。 

○金行予算決算常任委員長  報告いたします。 

 2月19日付で本委員会に付託のありました、議案第21号「平成27年度

安芸高田市一般会計補正予算（第4号）」の件から、議案第32号「平成27

年度安芸高田市水道事業会計補正予算（第3号）」までの12件の審査結

果について報告いたします。 

 付託されました12議案につきまして、2月22日委員会を開き、市長、

教育長、並び関係部局の部課長等の出席を求め、慎重に審査いたしまし

た。 

 議案第21号「平成27年度安芸高田市一般会計補正予算（第4号）」は、

既定の歳入・歳出予算の総額に、歳入・歳出それぞれ204万7,000円を追

加し、予算の総額を歳入・歳出それぞれ196億9,440万円とするもので、

国の補正予算に伴う事業費、及び地方創生加速化交付金に係る事業費の

追加、人事院勧告に伴う人件費の見直し、事業費の確定に伴う予算調整、

施設等の修繕に関する経費などが、主なものとして計上されておりまし

た。 

 審査の中で出された主な質疑は次のとおりです。 

 総務部の審査におきまして、委員より、「マイナンバーカード交付事

業で、通知カードの受け取りなどは順当に進んでいるか。」との質疑が

あり、執行部より、「通知カードの受け取りができていない方について

は、再度通知を送り、順次受け取りをいただける対応をしている。当初

887件の返送があったが、そのうち559件は受け取り済みであり、残り

300件余りも順次受け取っていただけるよう対応している。」との答弁が

ありました。 

 福祉保健部の審査におきまして、委員より、「不妊治療費助成事業補

助金を減額されているが、当初の予定人数に対し、申し込まれた方は何

名か。」との質疑があり、執行部より、「当初は15名で450万円を計上し

ていたが、現在の申請者は7名である。1人当たりの治療費が上限の15万

円に満たない方もおられ、現在の助成額は136万円となっている。」との

答弁がありました。 

 産業振興部の審査におきまして、委員より、「地産地消推進事業費の

アグリフーズの冷凍庫整備負担金の具体的な説明を。」との質疑があり、

執行部より、「市とＪＡ広島北部、アグリフーズ、教育委員会の4者で学

校給食にかかわる地産地消の取り組みを進めており、現在35品目を指定

して53.3％の野菜供給率を維持している。この自給率をさらに向上させ

るよう、野菜保存用冷凍庫を整備するため、費用の2分の1相当額を交付

金で充てる計画としている。」との答弁がありました。 

 建設部の審査におきまして、委員より、「道路維持費の除雪費は、今

回の大雪により増額となっているが、このたびの除雪については、地域

によって作業に差が生じたと聞いているが、見解は。」という質疑があ
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り、執行部より、「除雪は、県道15センチ、市道20センチを基準に業務

を行っているが、今回の寒波は積雪量が多く、地域の孤立を防ぐため、

通常出さないとこも除雪を行っている。また今回の除雪は、その量が多

かったことから、1回の作業では完了せず、2回、3回と行ったところも

あり、対応がまちまちとなったため、このようになった。」との答弁が

ありました。 

 また、議案第22号「平成27年度安芸高田市国民健康保険特別会計補正

予算（第3号）」から、議案第32号「平成27年度安芸高田市水道事業会計

補正予算（第3号）」までの11件の特別会計は、事業の精算見込みによ

る増減が主なものとなっておりました。 

 本委員会といたしまして付託された12件の補正予算について、慎重に

審査し、補正額・補正内容等、適切に計上してあることと判断し、議案

第21号から議案第32号までの12件につきまして、すべて原案のとおり可

決すべきものと決しました。 

 以上で報告を終わります。 

○山 本 議 長  これをもって委員長の報告を終わります。 

 これより質疑に入ります。ただいまの委員長報告に対し、質疑はあり

ませんか。 

   （質疑なし） 

○山 本 議 長  質疑なしと認めます。これをもって質疑を終了いたします。 

 これより、本案12件に対する討論を行います。討論はありませんか。 

   （討論なし） 

○山 本 議 長  討論なしと認めます。これをもって、討論を終結いたします。 

 これより、議案第21号「平成27年度安芸高田市一般会計補正予算（第

4号）」の件から、議案第32号「平成27年度安芸高田市水道事業会計補正

予算（第3号）」の件までの12件を一括して、起立により採決いたします。 

 本案12件に対する委員長の報告は、原案可決であります。本案12件は、

委員長の報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

   〔起立多数〕 

○山 本 議 長  起立多数であります。よって、本案12件は原案のとおり可決されまし

た。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

      日程第14 一般質問 

○山 本 議 長  日程第14、一般質問を行います。 

 一般質問の順序は通告順といたします。 

 質問方式は一問一答方式とし、1議員当たり質問時間は30分以内でご

ざいますが、執行部からの逆質問に対する答弁は、持ち時間には含まれ

ません。 

 なお、1つの質問を終え、次の質問に移る場合は、「次の質問に移りま

す」等の発言をし、明確にわかるように願います。 

 それでは、質問の通告がありますので、順次、発言を許します。 
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 12番 宍戸邦夫君。 

○宍 戸 議 員  12番、宍戸邦夫でございます。 

 現在、安芸高田市におきましては、昨年安芸高田市総合計画が策定さ

れ、10月においては、まち・ひと・しごと創生総合戦略が策定されまし

た。安芸高田市の人口減少をできるだけ歯どめをかけるというのが大き

な柱にもなっております。 

 そこで私は今回、若者定住促進強化について、市長に質問をいたしま

す。 

 現在、安芸高田市では臨時職員や非常勤職員として多くの若者が行政

サービスを担っておられます。そうした職員の処遇の改善や、雇用の安

定を図り、安心して働き続けられる労働環境を実現することで、若者定

住の促進強化につながると思いますが、市長のお考えをお伺いいたしま

す。 

○山 本 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  おはようございます。 

 ただいまの宍戸議員の御質問にお答えいたします。 

 若者定住の促進強化についての御質問であります。 

 現在、本市では、特定の学識や専門的な知識・経験、また資格などを

有した非常勤特別職や、臨時的に事務または労務等に従事をする職とし

て臨時職員を任用し、正規職員と一体となって行政サービスを提供して

いるところでございます。 

 非常勤職員や臨時職員などのいわゆる非正規職員の処遇等労働条件に

つきましては、これまでにも特別休暇の拡充や報酬の割り増しについて

規定を設けるなど、改善に努めてきたところでございます。 

 御質問は、非正規職員の労働環境を整備することが、若者定住の促進

強化につながるのではないかということでございます。非常勤の特別職

は専門的な知識や有資格者が任用の前提にありますし、臨時職員は臨時

的な事務が生じた場合に任用することが前提でございます。いずれにい

たしましても、その時々に必要に応じて、またその年度、年度の予算の

範囲で任用を行う職でございます。 

 これらの職について、労働環境を整備することが直接、若者定住につ

ながるとは考えにくいところもございますが、考えられるところもある

と思います。非正規職員の適切な任用と処遇の改善は、それ自体の課題

でありますので、今後とも引き続き、必要に応じて改善に努めてまいり

たいと考えております。御理解を賜りたいと思います。 

○山 本 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 宍戸邦夫君。 

○宍 戸 議 員  一応答弁いただきまして、ありがとうございました。 

 実態として、今例えば、保育士の皆さんもたくさん非常勤職員として

勤務しておられます。これは、経験と技量を持った優秀な保育士として
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勤務をされておられるわけですけれども、どうしても労働条件の問題で、

例えば賃金が安いと。大体210万ぐらいですね。年間。それではね、や

っぱり若者として将来結婚して子どもを育てるという環境にはない。若

いときにはいいんですよ。ある程度年取って、結婚して、子育てをとい

うときには、やっぱり将来を考えたときには不安ということもありまし

て、雇用の安定といいますかね。若い人も職を変えてよその職へ行かれ

るという方もいらっしゃるわけです。中には、とてもこの安芸高田市で

ほかに勤めるところがないので、やむを得ず他の市町へ出なきゃならん

と。ここに住みたいけど、出なきゃならんというような、環境にある人

もいらっしゃるわけです。 

 そういうことから考えてみますと、やはり非常勤で働くことによって、

ここへ継続して住んでいただいて、教育も子育てをしながら教育もして

いくという環境とすることによって、やっぱり定住につながるんじゃな

いですか。そういうところもね、ある程度、まあ市長さんは直接かかわ

りのないところもあるかもしれんというふうな答弁でありましたが、そ

ういう例もありますので、そういうところも一つの視点として、今後考

えていただきたいと、こういうふうに思うわけです。 

 そのことによりまして、やっぱり実力を持った、資格を持った人もお

られます。今、安芸高田市の保育問題も、どうしても質の高いサービス

を提供していくということにつながって、これが若者定住にもつながっ

てくると思いますよ。学校教育だってそうですけれども、やっぱり質の

高いサービスを提供していくっていうのは、やっぱり保育士の皆さんが

ある程度経験と技量を生かした対応を安心してすることによって、やっ

ぱり質の高いサービスを提供できる、こういうことにもつながってくる。

そうすると保育環境もよくなって、よその保護者の方もここなら子育て

してもいいなという気持ちになるかもしれません。事実そういう人もお

られるっていうふうにも聞いております。 

 そういうことから考えて、私はここで働く労働条件というものを、い

ろいろと工夫していただいて、ただ臨時非常勤職員っていうのは、パー

ト労働法とかですね、それから労働契約環境が法的に保障されてないん

です。公務員っていうことでね。そういうことからも、法的にクリアす

るところがいろいろあるかもわかりませんが、まあそういうことも考え

ながら、市長の行政推進をしっかりしていただきたいなと、こういうふ

うに思いますが、市長のお考えを再度お伺いいたします。 

○山 本 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  貴重な御提言ありがとうございます。全くそのとおりなんで、何ぼで

すね、例えばうち職員を減らしてきております。そうするとその代がえ

を臨時職員に求めているんですけど、ただやれえじゃ困るんで、やっぱ

りそのためにはインストラクターとか資格要件がございます。それ相応

の対応をしないと、やっぱり人材も集まってこないので、その辺のとこ
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ろはうちの人事バランスを考えながら、慎重に考えていかにゃいけんと

思っております。 

 要はこの安芸高田市で、子育て支援とか政策を打ち出したときに、そ

ういう人が担い手がおるかどうかというところになってくるんで、これ

は真剣に考えていきたいと思います。 

 これは大きな課題なんで、やっぱり法律がどうこうっていうんじゃな

しに、うちの大きな課題としてこれからもしっかり考えていきたいと。

安芸高田市生き残っていくためには、やっぱし職員以外の力も必要なわ

けでございます。その人らの生活もございますので、しっかりその辺も

考慮しながら、前向きに考えていきたいと思いますんで、御理解賜りた

いと思います。 

○山 本 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 宍戸邦夫君。 

○宍 戸 議 員  前向きな発想で、市長特にそういう前向きな発言が大きく影響します

ので、その点について、ぜひお願いしたいというふうに思います。 

 これは、先ほど申しました保育所の質の向上、サービスの向上という

ことにもつながると思いますし、保育士の資格を持っておられる人が相

当おられるわけですよね。そういうようなところから、子育て支援に大

きく影響してくるということなので、ぜひですね、早急に検討していた

だきたいと。特に今国会においても、同一労働同一賃金といいますかね。

同一価値労働同一賃金とか、その労働する価値が同じならその部分だけ

は賃金を同じぐらいにしていこうって。これ賃金格差の問題でもありま

すし、子どもの貧困ということもあります。そりゃ親が当然貧困であれ

ば、子どももそういうふうになってくるわけですよね。ですから、そう

いうことも総合的に考えながら、安芸高田市は住みやすいところだな、

若い人が安心して住める、将来ずっと住めるというふうなよそと違った

視点で、特に発想を転換しながら、この安芸高田市のまちづくりをする

っていうのがね、地方創生の本来の姿ではないかなと、こういうふうに

思いますので、安芸高田市の特徴を今つくっていくという姿勢でぜひお

願いしたいというふうに思います。 

 次の質問に移ります。 

 光ファイバー網のさらなる活用計画についてであります。 

 光ファイバー網が整備され3年が経過します。この間、公共はもちろ

ん、民間においてもあらゆる分野で活用され、安芸高田市の発展に大き

く貢献していることは間違いないと確信しています。今安芸高田市にお

いてもお太助フォンの設置によって、すべての世帯が、ほとんどの世帯

がお太助フォンを設置され、情報格差のない安芸高田市になっていると

いうふうにも思います。今後さらなる活用計画について、市長はどのよ

うにお考えなのか、お伺いいたします。 

○山 本 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 
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○浜 田 市 長  ただいまの御質問にお答えをいたします。 

 光ファイバー網のさらなる活用計画についてのお尋ねでございます。 

 御承知いただきますように、平成25年10月から市内全域に光ファイバ

ーの通信回線を敷設し、お太助フォンによる行政情報の告知放送や、超

高速ブロードバンドによるインターネット接続サービスを開始しており

ます。また、お太助フォンが持つ双方向通信機能を活用した、ひとり暮

らしの高齢者等の見守りサービス「元気コール」の実施や、市内の公共

施設等にＷｉ－Ｆｉのアクセスポイントの設置を平成26年度より行って

おります。 

 今後におきましても、このＷｉ－Ｆｉアクセスポイントをさらに増設

し、企業のサテライトオフィスやテレワークの環境整備を図るとともに、

クラウドソーシングによる就労環境の充実についても鋭意取り組んでま

いりたいと考えております。 

 また、冒頭申し上げましたようにお太助フォンの双方通信機能を活用

した住民アンケート調査の実施や、高齢者等の見守りサービスの充実、

また生活習慣病予防事業など、健康管理部門への活用等についても、現

在中国ブロードバンドサービスや民間事業者と協議を重ねているところ

でございます。 

 今後、事業内容等サービスの詳細が固まりましたら、改めて市民の皆

様に対し、こうしたサービスを御提案し、御利用いただきたいと考えて

おります。 

 3年前におくればせながら、一応間に合いました。このことによって、

本当のところこれ間に合ってなかったら、企業も相手にされんところだ

ったんですけど、この活用が今後の安芸高田市の生き残る一つの手法だ

と思ってます。そのためには、市民の方々と我々一緒になって勉強しな

がら、これを活用していかにゃいけんと。物販とか企業誘致とか、クラ

ウドソーシング言いましたけど、雇用の場の確保とか、これ以外にない

と思います。これをしっかりとやることによって、都市との差ですよね。

都市と田舎の差。今までは、物を買おう思うたら東京とか、工場は広島

とか上下いうところだったんですけど、この中山間地が対抗できるのは

光ファイバーが大きな役割してくれますんで、このことは議員御指摘の

ように市民一丸となって、職員一丸となって、勉強しながら、やっぱり

このことによる活性化を図っていきたいと思ってます。このことが、安

芸高田市を限界集落から守る一つの手法だと思ってますので、御理解を

賜りたいと思います。 

 決して、これはお太助フォンだけの光ファイバーじゃないんで、市民

の皆様は有線のかわりとお思いかもわかりませんけど、自分らの今後の

安芸高田市を救う大きな手法だと御理解もらうように、我々も勉強しな

がら活用していきたいと思っています。貴重な御提言ありがとうござい

ます。全く議員御指摘のとおりでございます。 

○山 本 議 長  以上で、答弁を終わります。 
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 宍戸邦夫君。 

○宍 戸 議 員  設置されて3年がたちました。以前にもこういう質問を、類似の質問

をさせていただきました。そのときも、血圧測定とか健康管理について

活用したらどうかいうふうなこともおっしゃっておられました。この光

ファイバーというのは、あらゆる方向で活用できるものだろうというふ

うにも思います。 

 でですね、行政の中で創生総合戦略立てられて、各課横のつながり、

プロジェクトチームをつくられました。そういうのも活用しながら、特

にね、以前にも申し上げたんですけど、市内にもこういうことに詳しい

人がおられるんですよ。既に、光ファイバー使って、東京なり大阪なり

会社と仕事のやりとりしておられる人もおられるわけですよ。そういっ

た知識といいますかね、知恵といいますかね。そういうものを借りて、

先ほど市長はおっしゃいましたが、行政職員と市民と一緒になってやる

という協働のまちづくりをしておりますが、そういうところを具体的に

プロジェクトチームを立ち上げるなり、そういう意見を吸い上げるいう

か、協力していただけるような、この場、組織といいますかね、そうい

うのをやっぱりやっていくと、また新たな発想が生まれてくるんではな

いかというふうにも思いますが、そこを市長どのようにお考えかお伺い

いたします。 

○山 本 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  市民の方々にもすごいよい知識を持った方もおられます。市内の中に

もそういう企業を興した人も二、三相談に来られています。今後はこう

いう支援がやっぱり行政として支援ができるような仕組みづくりとか、

やっぱりしていかにゃいかんと。そのためには我々、私含めて行政一丸

となって勉強して、このことを活性化につなげるということをしていき

たいと思っております。 

 泥縄というんじゃなしに、人ごとじゃなしに、よそではちゃんとこう、

こういうものを活用して成功したところもございますので、そういう先

進地を参考にしながら、この安芸高田市を守るべき対策として、しっか

り高速通信網、光ファイバーを活用していきたいと思います。 

 まずは、我々も勉強から始めたいと思います。職員含めて。御理解を

賜りたいと思います。そういう意味のいわゆる市民集めての講習会とか、

勉強会というのは絶対やっていきたいと今後思っていますので、御理解

をしてもらいたいと思います。 

○山 本 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 宍戸邦夫君。 

○宍 戸 議 員  いろいろ2項目について質問させていただきました。 

 安芸高田市創生総合戦略、新しいまちをつくるということですから、

ぜひしっかり対応をしていただきたいというふうに思います。そのため

には市民の皆さんの力をどうしても借らなくては達成できないと思いま
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すので、その点についても協働のまちづくりも、しっかりつくり上げて

いくように私たちも努力したいと思います。以上で私の質問を終わりま

す。ありがとうございました。 

○山 本 議 長  以上で、宍戸邦夫君の質問を終わります。 

 続いて通告がありますので、発言を許します。 

 14番 塚本近君。 

○塚 本 議 員  おはようございます。 

 14番、新政会の塚本近でございます。 

 通告に基づきまして、浜田市長に市政2期8年をふりかえりということ

で、大枠2点について一般質問を行います。 

 平成20年4月、浜田市長は本市の2代目の市長として就任をされ、就任

後の初めての平成20年第2回の定例会の施政方針の中で、安芸高田市の

さらなる発展のため、一歩一歩着実に市政を進めたいと言っておられま

す。 

 そのためには、市民1人1人の声が行政に響くよう、皆さんとともに汗

を流しながら安芸高田市の発展のため、行政サービスの充実、行政運営

に向けて一身をなげうって取り組む覚悟を示されました。 

 これまで、2期8年、安芸高田市総合計画に示された計画を確実に実行

され、今どのように総括されているのか、まずお伺いをいたします。 

○山 本 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの塚本議員の御質問にお答えいたします。 

 私の市長としての2期8年を振りかえっての所感について申し述べさせ

ていただきます。 

 私が市長に就任いたしました時期は安芸高田市が誕生して満4年が経

過しておりました。合併直後からの4年間は、特に市の礎を築くための

期間として、当時の初代の児玉市長を初め、市議会議員や執行部の皆様

方には多くの困難を乗り越えるため、大変な御苦労があったと推察して

おります。改めて、初代児玉市長様初め、当時の市議会議員の皆様方、

執行部の皆様方に感謝と敬意を表する次第でございます。 

 当時を振りかえりますと、国の三位一体改革による交付税や各種補助

金の削減等により、本市を含め多くの地方自治体はかつてない困難に直

面をしておりました。 

 このため、不断の取り組みとして進めておりました第1次行財政改革

をさらに推し進めるとともに、引き続き第2次行政改革においても着実

に実施計画を推進するなどし、財政基盤の強化に力を注いでまいったと

ころであります。 

 一方、第1次総合計画で掲げておりました10年後の平成26年度におけ

る目標人口3万5,000人につきましては、後期基本計画において、3万

1,000人へと下方修正をいたしたところでございます。 

 この間の自然趨勢による人口減少・少子高齢化の進展は、予想を上回
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るものがあり、「市民総ヘルパー構想」や「自助・共助・公助」等を基

本とした地域で支え合うまちづくりの仕組みを提唱し、少子高齢化社会

への対応を図ってきたところでございます。 

 学校教育に関しましても、学習補助員の配置など、確かな学力の向上

の支援に積極的に取り組み、教育環境の整備を進めてまいりました。 

 さらには、外出機会の少ない高齢者を中心に据えた交通体系の見直し

を行い、通院や買い物等の利便性の確保や、生涯学習などの社会参画の

支援として、新交通システム「お太助ワゴン」をスタートさせたところ

でございます。 

 また、合併以来の懸案事項であった「広域葬斎場あじさい聖苑」や

「生涯学習センターみらい」の建設、「光ネットワーク」の整備事業等、

生活基盤の充実に向け、積極的に取り組むとともに、「神楽」や「毛利

元就」、「サンフレッチェ広島」、「湧永レオリック」など、地域の宝を生

かした安芸高田市の知名度の向上にも努めてまいったところであります。 

 同時に地産地消をより一層推し進め、小規模農家と法人・認定農業者

等いわゆる担い手と役割分担をも明確にした地域農業の振興、また企業

誘致にも鋭意取り組む中で、既存企業とも連携し、雇用の場の確保にも

努力してまいったところであります。 

 これらのさまざまな取り組みにより、合併後における6町の速やかな

一体化が着実に図られてきたように感じております。また、地域の個性

を生かした新市の均衡ある発展と、住民の福祉の向上にもつながったと

確信をしているところでございます。 

 いずれにいたしましても、安芸高田市長に就任し、2期目の任期が残

り2カ月で終わろうとしています。この間、多くの市民の皆様や議員の

皆様から温かい御指導、御鞭撻を賜りましたことに対し、衷心より深く

感謝を申し上げたいと思います。 

○山 本 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 塚本近君。 

○塚 本 議 員  今市長のほうから8年間を振りかえってさまざまなハード的な課題で

あったり、またソフト的な課題に向けて取り組んでこられた業績が市長

なりに思いを語られたところでございます。 

 私もこれまでの市長の8年間を追いますとも、それぞれ掲げてきた総

合計画だったり、いろんな計画に対して、順当に進めてこられたなとい

う思いがしております。そうした中、地域の個性を生かした均等ある発

展がこの6町すべてできておるのかなという思いも現在持っておるとこ

ろでございますけれども、今後次の質問との関係もありますけれども、

そこらのところを今後十分気をつけて、地域の発展に貢献をしていただ

きたいという思いを持っておるところでございます。 

 そうした中、次の質問に入りますけれども、次期市長選に市長は出馬

を現在予定をされておるところでございますが、これまでの3年間の行

政運営を振りかえり、今後の課題、またその課題にどのように取り組ん
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でいかれるのか、お伺いをいたします。 

○山 本 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの塚本議員の今後の課題、そして課題への取り組みについて

の御質問にお答えいたします。 

 第1次総合計画で掲げておりました10年後の平成26年度における目標

人口3万5,000人については、予想を上回る人口減少、少子高齢化の進行

を踏まえ、後期基本計画においては3万1,000人と下方修正したところで

あります。 

 言うまでもなく、人口減少、少子高齢化の進展は、結果として、市税

等の歳入減少や社会保障経費等の歳出の増大がつながり、市の財政に大

きな影響を及ぼします。また、総人口に対する若者等の生産年齢人口の

比率が低下することは、これに比例して地域の活力の低下につながると

懸念されます。 

 こうした課題に対応するため、特に子育て支援や教育環境の整備、高

齢者福祉に対する支援に力を注いでまいりましたが、人口減少に歯どめ

がきかないという厳しい現状となっております。 

 このことから、私は市民の皆様方に「市民総ヘルパー構想」という言

葉で「自助・共助・公助」等を基本とした地域で支え合うまちづくりの

仕組みを提唱してまいりましたが、このことは今後ますます重要になっ

てくるものと感じております。また、「物」から「心」、「量」から

「質」へ発想を転換いたし、有限の資源・財源を有効的、かつ効率的に

配分し、住民の福祉の推進をいかに図っていくかがこれからの課題と考

えております。 

 今後におきましては、これらの課題に果敢に取り組むとともに、昨年

策定いたしました「安芸高田市まち・ひと・しごと創生総合戦略」によ

る取り組みを本格化させることにより、活力ある安芸高田市の創造に鋭

意努力してまいる所存でございます。これからの課題、人口減少課題が

若者の課題であり、老人の課題でございますので、ここへ全力を傾注し

て今までの私の行政経験、人脈、いろんなものを生かしながら、市民の

負託にこたえることが最大の義務であると思ってますんで、御理解をし

てもらいたいと思います。 

○山 本 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 塚本近君。 

○塚 本 議 員  今市長のほうから課題についてどう取り組むかということでお尋ねを

いたしましたが、私の思っておることと同じような答弁でございました。 

 まず、人口が減るということで、財政における影響は非常に大きなも

のがあろうというふうに考えております。特に、人口が減ることによっ

て歳入が減ってくる、これも確実にそのことは言えると思いますし、逆

に歳出を減らさないと収支が伴わないわけでございますので、その厳し

い財政状況が続く中で、歳出を減らすためにどのような工夫といいます
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か、今考えておられるか。実は、ゆうべ質問をいろいろ考えておりまし

たら、こたつに入ってテレビを見ながらというと、まことにあれなんで

すけれども、その中でゆうべ、とことん歴史紀行という、暴れん坊将軍

の徳川吉宗のことがテレビで出ておりました。これは、紀州和歌山の徳

川家の四男坊に生まれて、早くといいますか、兄弟が死んで、紀州の徳

川を引き継ぐということでございましたけれども、その引き継いだ時点

が大変財政が厳しい状況の中で、藩を受け継いだというような御紹介が

ありました。その中で財政を立て直すには、やはりそれぞれのまず内部

からの財政改革が必要であろうと、いうことで、人件費の抑制であった

り、また組織の再編、そして整理、統合というようなことがゆうべテレ

ビでやっておりました。そのことによって、歳出の抑制を努め、藩の財

政を救ったということで、8代将軍徳川吉宗が生まれたというような内

容でございました。 

 まさに、今安芸高田市がそういう状況ではないかというふうに思うわ

けでございます。当然、市民の皆さんの要望されるすべての補助金であ

ったり、また社会保障、福祉、教育すべて市民の皆さんの願いでありま

すけれども、その願いにこたえるためには、やっぱり財政の確保、収支

は必要なことでございます。そこで、市長にお伺いしますけれども、や

はり内部からその経費節減に努めていくというものが必要だろうと私は

考えるわけでございますけれども、そこらあたり市長のお考えをお伺い

してみたいと思います。 

○山 本 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  御指摘のとおりであって、江戸時代も今も全く一緒なんで。 

 まず、我々は行財政改革にしっかり取り組んでいかにゃいけんと、こ

れまで以上に。職員もやっぱり人口が減ってくるとそれなりの人口減少

求められます。交付税も減ってまいります。人口に応じて。それなりの

ことも考えていかにゃいけんと。例えば、人口2,000人なら200人だとい

うような国の判断。我々も今度は広い行政預かるわけですから、効率の

悪さとかいうことは主張しますけど、なかなかそういうこともあるんで、

そういうことは肝に据えとかにゃいけんと。そういうことはそれに応じ

た職員規模の適正化も図っていかにゃいけんと。 

 それから、今までつくった施設も検討していかにゃいけんと。古くな

ったものは取り壊すとか、活用の方法とか、こういうことを考えていか

にゃいけんと。その管理費がかかるのが今の現状でございます。今建物

の見直しが必要ということです。公民館とかいろんな施設がございます。

これをしっかりやっていかにゃいけんと。 

 こういうことを前提に、やっぱりだけど少子高齢化すると、やっぱり

金を今のうちに、体力のあるうちに、この安芸高田市が生きていく仕組

みをつくっていかにゃいかんと思ってます。そういう行革を前提に、つ

くっていかにゃいけんと。 
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 安芸高田市は、神楽とか毛利元就とか甲立古墳とか、サンフレッチェ

とかレオリックとか、宝がたくさんあるんですよね。あるんだけど、こ

の宝だけでは人口っていうのにつながらんと思うんですよ。これプラス

の何が要るかと。子育て支援だったら、広島市よりか安芸高田市子育て

しやすいとか、医療費がかからんとか、そういう方面もやっていかにゃ

いけんと。住宅も活用していかにゃいけんと。教育水準も上げていかに

ゃいかんと。いうように総合的な課題を抱えています。 

 このことに挑戦することによって、やっぱり今後の人口減少に少しで

も歯どめかかるんじゃないかと。今長期計画が大体10年間で3,000人減

っとるんですよ。合併してから10年で、3,000いうたら、美土里町がな

くなりよるんですよ。ああいう規模の町が。今度の10年間もそうです。

だから、3,000人減るところを、1,200人まで歩どまりしようというんが

この長期計画です。ただ、1,200人いうても大きなハードルなんで。1年

間で120人じゃろ。そしたらひと月10人っていったらね、これは大きな

ハードルです。これを、このハードルを職員一丸となって、私も命をか

けながら、今度やっていこうと。絵にかいたもちじゃなしに、頑張ろう

と思ってるんですよ、これがないと、この安芸高田市は沈没すると思っ

てるんで、この施策の展開について、これからも頑張っていきたいと思

っています。 

 ただ、たかが保育料安くしたとか、空き家があるとかいうんじゃなし

に、総合的にやっぱり市内から来てもらえるような仕組みづくりをして

いきたいと思っています。 

 これまでにない、やっぱり絵にかいたもちじゃなしに、一丸となって、

やっぱり、私も市民の方々に意見聞いてますけど、このことに対する希

望非常に多いです。頑張ってくれということは。やっぱり期待にこたえ

てあげにゃいけんと思ってます。 

 ただ、おまえ言うたじゃないかじゃなしに、努力はするいうことは約

束したいけど、これは皆さんと一緒になってやらにゃいけないんで、市

民の皆さん方にもそのことをしっかり頑張ってもらわにゃいけんと。理

解をしてもらいながら、もちろん議会の皆さんもそうですけど、一丸と

なってこの難問切り抜けていきたいと思っています。 

 1,200人という努力目標がいかにハードルが高いかということを我々

も理解してますし、これを達成できんと、限界集落とかやっぱりなって

いくと。交付税が人口の関数になってるんで。とにかく人口減をおさえ

にゃいけんということです。こういうことで御理解をしてもらいたいと

思います。総合的に頑張ってみたいと思いますんで、御理解を賜りたい

と思います。 

○山 本 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 塚本近君。 

○塚 本 議 員  今市長のほうからこれまでの行政改革のことを言われました。私も確

かにこれまで資料見させていただきますと、これまでの行政改革の取り



50 

組みとして、平成17年から21年度にかけては、合計で35億程度の改革が

進んでいると、いうふうに思っております。それは、事務事業の見直し

であったり、整理、統合することによって、約7億、そして事業の民間

委託ということで9億5,000万。また、定員管理、給与の適正化において、

12億5,000万、健全な財政経営の推進で歳入の増を図って6億2,000万と

いうことで、約35億の財政改革が行われていると、いうこともわかって

おりますし、第2次行政改革実施計画によって、平成22年から26年度ま

でには、21億6,000万の行政改革が進んだと、いうふうにも今までなっ

ております。 

 さらに、交付税の変動を見ますと、今年度よりかは来年度は6億2,400

万くらい少なくなるんだろうという見通しも立っておりますし、平成31

年度には全体で数が75億ですか、ぐらいになって随分交付税が減ってく

るということもわかっておりますし、また収支の見通しにつきましても

来年度から赤字に転落するという財政状況であります。 

 そういう状況の中でこのたび、まち・ひと・しごと創生総合戦略が作

成されましたけれども、人がつながる田園都市安芸高田の将来像に向け

て、この財政厳しい中、どのように、まちづくりに挑戦していくのかと

いうところを少し伺いをしてみたいと思います。 

○山 本 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  基本的には人口減になっても交付税は減してくれるなというのが私の

仕事でございます。だけど、国の体制とすれば、今まで田舎を見るのに、

過疎債とかそういうようなもんで見てもらっとったんですけど、なかな

か厳しい状況です。人のおらんとこに金はなかなか取りにくいことにな

ってます、年々。ただ、そのことを踏まえても交付税も取ってくるんで

すけど、まだうちの町は皆さんと協力して生き残る仕組みをつくってい

かにゃいけんと。今国のほうは医療費とか介護費が非常に高くなってく

ると、在宅介護とか在宅医療とかって言ってますね。だから、そのこと

をしっかり把握するためには、市民我々みずからが地域を把握して、や

っぱり地域が一緒にして介護とか福祉を一緒にやろうという仕組みづく

りも大事と思います。これは市民総ヘルパー構想と言ってるんですけど、

自助とか共助、ただ自助とか共助だけじゃいかないんで、我々行政とし

てもしっかり身を引き締めてやっていかにゃいけんと思っております。 

 今般も、やっぱり市民の安心、安全づくりが大きなテーマと思います。

今後我々の課題は、やっぱりどこに住んでおられても、我々よりは市民

の皆さん方のライフスタイルを把握して、あなたは今デイサービスこう

ですよと、そろそろ食事は配送しますよと。そろそろ施設へ入ってくだ

さいとかいう、このちゃんとしたスタイルを市民に提示してあげること

が大事だと思います。このことにより、市民の方の協力を得られるんだ

と思ってます。 

 このことをわかり切ったようでございますけど、しっかりと今の姿勢
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でこれからも行政やっていきたいと思っています。 

 高宮町のこういう地区においては、ライフスタイルをしっかり把握せ

にゃいけんと。これ今も民生委員さんとか、振興会とか、社協とかに世

話になっとるんですけど、抜本的にやっぱり行政が主導権取らないと、

やっぱりボランティアとかいう世界の延長じゃ困るんで、実態にここを

しっかり把握しながら、やっぱり効率いいやることによって、財政が

少々少なくなっても、好意的な福祉、老人を守っていける仕組みができ

ると確信しています。そういうことを今考えてますんで、どうかよろし

くお願いします。 

○山 本 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 塚本近君。 

○塚 本 議 員  先ほど少し触れましたけれど、「まち・ひと・しごと創生総合戦略」

それぞれ事業を推進していくために、鋭意努力をされておりますけれど

も、ここで一つお聞きしたいのは、実行するためには新たな財源が当然

必要になってきますけど、この財源がこのたびの地方創生に伴う新型の

交付金が使えるのかどうか、当然それはある程度見込んでおられるとは

思いますけれども、そういうものを十分充当されるんだろうというふう

に思いますが、その辺はどうでしょうか。 

○山 本 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  このたびの「まち・ひと・しごと」言葉はいいんですけど、全体の国

がない中での施策でございますので、国のほうはいいアイデアを持って

こいといいます。お金つけん場合のいい理由ですね。あんたんとこはア

イデアが悪いけえということ。だから、今つくってますけど、それ今以

上に個性のあるものに仕上げていかにゃいけんと、とろう思うたら。よ

そのまちよりか、これ今から努力していきたいと思います。 

 ただ、全般的なパイが少ない中の分捕り合いになってるんで、今まで

よりは、今までは金ようけあったから、5億やるからこれで使ってこい

というそういう展開ですけど、提案制度になってくると非常に我々も厳

しい、職員と一丸となって、どういうものを出したら拾うてもらえるか

ということをしっかりとまた協議していかにゃいかんと思います。 

 ややもすれば今出してる分が、金太郎あめみたいにちょっとよそと同

じようなことじゃ、なかなか採用してもらえんようになるんで、安芸高

田が生き残っていくためにはこれが必要なんだというようなインパクト

の強いものがここにも要ると思います。まだ修正ききますんで、この辺

に力注いでみようかと思ってます。できるだけ、国の金をとる努力をし

ていきたいと思っています。 

 ちょっと、部長ちょっと財政状況あなた説明してください。 

○山 本 議 長  続いて答弁を求めます。 

 企画振興部長 武岡隆文君。 

○武岡企画振興部長  ただいま市長が申したとおりでございますが、若干補足をさせていた



52 

だきます。 

 御案内のように、昨年の10月に本市における「まち・ひと・しごと総

合戦略」を策定をさせていただきました。この中にもやはり、大きくは

今後の子育て環境の整備であったり、そういったことも大きく取り組ん

でいくということで、新年度の予算には骨格予算ということで考えてお

りませんが、各部局のほうからそれぞれ先ほどもありましたように、定

住促進プロジェクトチームですね。これは将来的に安芸高田市が若者定

住を進めていく上で、例えば働く場の確保であったり、住む場の確保で

あったり、また育てる場の確保ですね。こういったものを大きくは据え

ながら、それぞれの部局のほうで取り組める事業を洗い出しをさせてい

ただきまして、これを今後の予算に肉づけとするような形で、今計画を

しております。 

 ただ先ほどありましたように、国の財政状況も1,000兆円越えの国債

の債務を抱えとるわけでございまして、また税収のほうも若干好転はし

ておりますが、なかなか地方におきましてはそういうアベノミクス効果

というのもまだ及んでないということで、市税の歳入につきましても大

幅な増というのは見込めないというふうに思っています。 

 一方で、合併10年以降、段階的に交付税が削減をされておりまして、

本年度は削減の3年目ということで、もう2年続いてまいります。今年度

の交付税の状況を見てみますと、昨年度に比して9億円も少ないという

ことで、これに匹敵する一般財源の歳入確保というのは非常に難しいと

いうことでございます。したがいまして、歳入の減については歳出の抑

制ということで、収支のバランスを保つ必要があるだろうというふうに

思っております。いずれにしても、交付金、地方創生の交付金もなかな

か他の国庫補助金等の振りかえであったり、そういった中での財源を国

のほうも見込んどるわけでございまして、相対的には国の財政状況とい

うのは非常に厳しい中で、この新型の交付金を充てていくということは

なかなか現実的には難しい。ただ、先ほど市長も申しましたように、あ

らゆる知恵を絞って、この交付金が対象になるように取り組んでまいり

たいというふうに考えております。 

○山 本 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 塚本近君。 

○塚 本 議 員  今企画部長のほうから新しい交付金は非常に厳しいということがあり

ましたけれども、ぜひともこの新しい交付金が採用といいますか、もら

えるような工夫をぜひとも一つお願いをいたしたいと思います。 

 最後になりましたが、先ほど市長の答弁の中で、具体的に少し聞いて

みたいことがありますので、1点ほどお聞きいたします。 

 先ほど、市長の答弁の中で「物」から「心」、そして「量」から

「質」というような新しい言葉といいますか、私も余り市長からそうい

う言葉をいただくことはなかったわけでございますが、具体的にどのよ

うな発想の転換をされたのか、具体的に物事があれば、一つお答えをい
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ただきたいというふうに思います。 

○山 本 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  我々、今行政いうたらハード的に道路つくったり、川つくったりとい

う圃場整備したりということになったんですけど、これまあ「物」とい

うことで解釈。それを今度利用とか、安心とかそういうものにつなげて

いくことが大事だと思っています。 

 先ほど言いましたように、市民さんのライフスタイルを構築するとい

うことは、安心感につなげるということなんですね。私は年とったらち

ゃんと施設へ入れるじゃろうかと。ほいで、さっきの話、高宮町のある

ところで聞いたら、不安だからもう3カ所も4カ所も施設申し込んどって

んですよ。だから、そういうことにならんように、行政がライフスタイ

ルを構築しながら、次のステップを安心して説明してあげるということ

で、こういうこと言ってるわけでございます。まあ、「物」だけじゃな

いよと、これはちゃんと安心してここは我慢しようとか、特に私、自助

とか共助とか言ってますけどですね。自助の世界をやりょったら、安心

感とかこういうとこないと、市民の皆さんに協力してもらえないんで、

この辺のところをしっかり説明をしていきたいと思ってますんで、御理

解してもらいたいと思います。 

 物的に、道路つくるとか物つくるとかいうことも大事ですけど、効用

的な効果とかですね、その安心感を与えるような施策の展開ということ

で御理解してもらいたいと思います。 

○山 本 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 塚本近君。 

○塚 本 議 員  市長のほうへいろいろ人口が減ることによって、財政が厳しくなる、

そういう中でどのように安芸高田市が生き残っていけるかということで

お伺いをいたしました。ぜひとも、安心して地域の皆さんと協力しなが

ら、地域が生き残っていけるような、そういう施策を今後とも考えてい

ただき、市民の声に一つずつ耳を傾けていただいて、行政に励んでいた

だきたいと思い、私の一般質問を終わります。 

○山 本 議 長  以上で、塚本近君の質問を終わります。 

 この際、11時20分まで休憩といたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前１１時０５分 休憩 

午前１１時２０分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○山 本 議 長  休憩を閉じて会議を再開いたします。 

 続いて通告がありますので、発言を許します。 

 9番 水戸眞悟君。 

○水 戸 議 員  9番、会派、絆の水戸でございます。 

 通告に基づきまして、先ほど来は今後の対局的な施策展開の方向性に
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ついては、同僚議員のほうから質問がありましたので、今回、私のほう

からは、喫緊の地域課題の2点についてを質問いたすところでございま

す。 

 通告に基づきまして、まず1点目は、県道吉田邑南線は陰陽神楽街道

としての位置づけを初め、東広島高田道路とも連結して、広島空港への

アクセス道としての利便性が求められているところでございます。 

 また、中国自動車道や国道54号線、ＪＲ芸備線ともリンクしておりま

して、本市におきます観光振興などをはじめとして、地域経済の発展に

重要な役割を果たしているところでございます。 

 本路線の改築期成同盟会の議論も経て、横田工区あるいは下郷工区に

ついては鋭意改築工事が進展していることは周知のところでございます。

つきましては、昨今の交通事情にかんがみて、本路線の一番の難所であ

ります黒瀧、塩貝工区の改築改良対策は早急の課題と考えておりますが、

市長の所信を伺うところでございます。 

○山 本 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの水戸議員の御質問にお答えいたします。 

 県道吉田邑南線における道路改築促進についての御質問であります。 

 県道吉田邑南線は、議員御指摘のとおり、安芸高田市と邑南町を結ぶ

重要な幹線路線であります。既存の重要インフラである、中国縦貫道、

一般国道54号線は、ＪＲ芸備線とあわせて、安芸高田市を東西軸に横断

しておりますが、吉田邑南線は南北軸に横断し、市内の道路ネットワー

クを構成する重要な路線であると認識しております。 

 吉田邑南線は、陰陽神楽街道とも呼ばれ、神楽門前湯治村を観光拠点

施設として、北方面は島根県側から、南方面は国道54号から観光客を誘

導することにより、観光振興に貢献しております。陰陽神楽街道の名称

は、邑南町と連携して命名されております。 

 本路線には、邑南町と連携した改築促進期成同盟会がございます。吉

田邑南線路線地域の発展と道路改良事業の促進を目的として、毎年総会

を開催いたし、広島県、島根県に対し、道路整備の要望を行っていると

ころであります。 

 本市の県道整備につきましては、広島県道路整備計画という5カ年計

画に基づき、事業を進めていただいております。 

 議員御指摘の吉田邑南線塩貝工区の道路改良について申し上げます。 

 塩貝工区の現状は、邑南町に向かって手前側から急カーブとなってお

ります。また道路幅員が足りないために、センターラインがございませ

ん。センターラインがない箇所は路線全体の中で当該工区だけであり、

市といたしましても道路計画を進めなければならない箇所と認識してお

ります。 

 以前、広島県より地形測量、道路詳細設計を行っていただいておりま

したが、どうしても地権者の同意が得られないため、やむを得なく休止
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となっております。したがいまして、現在においても広島県道路整備計

画では休止の扱いとなっておるところでございます。 

 しかしながら、当該工区の道路整備は必要であり、事業を推進するた

めには、地権者の御理解が不可欠でございますので、地元調整が整いま

したら、一時休止状況から事業展開となるよう、広島県に対して要望し

てまいりたいと思っておりますので、御理解を賜りたいと思います。 

 先般私もこのこと、現場を見てまいりましたけど、県道で1車線とい

うのはちょっといけないんで、議員が地元のお世話をいただいて、用地

を片づけるんであれば、私も道路のプロでございますので、責任持って

また要望活動していきたいと。ただ、県の手順がございますので、その

手順のため、ちょっと時間、測量とかかかりますんで、その辺は御理解

賜りたいと思います。 

○山 本 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 水戸眞悟君。 

○水 戸 議 員  今、積極的な部分の答弁をいただいたようでございますが、重ねて申

し上げることになるかとも思いますけれども、いわゆる陰陽を結ぶ重要

な路線でありますし、前回も申し上げましたように、邑南町との数々の

応援協定も結んでございます。無論、観光に関することであり、災害に

関することでありといったようなこともあるわけでございまして、いざ

といったときに先ほど市長にも認識していただいておりますが、センタ

ーラインのない区間もある。あるいは急カーブが下り坂になっておる。

こういった状況が実際、現地では1,200メーターということで、1.2キロ

区間についてなっておるわけであります。そのセンターラインのない部

分が700メートル区間ございまして、この700メートルにつきましては、

以前地権調整もできて、現地測量もやっていただいたという経緯がある

わけでございます。 

 そうした中で、邑南町部分についてはほぼ100％の改良舗装がなされ

ておりますが、安芸高田市部分については現在美土里町の下郷工区と美

土里町の横田工区について鋭意進めていただいておるといった形でござ

います。 

 先ほど市長のほうからもございましたように、一部急カーブを有する

この塩貝工区でございますけれども、地権調整が非常にふぐあいであっ

たといったようなことを含めて、平成19年の6月に地元に休止説明がさ

れております。地権者の同意が得られない等々の理由もあって、現在休

止状態になっておるところでございますが、しかしながら私も一部お話

も聞いてまいりましたし、昨今の状況は変化しておりまして、実は地権

者の同意も得られるように好転の兆しが見えております。したがいまし

て、地権者の方々も調査はいたしておりますけれども、10数名の方々が

おられますが、何人かの方々には既に私のほうからもお話をして、でき

るだけ早い機会にこの区間の改築に取り着いでいただきたいといったよ

うな要望が多ゆうございます。 
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 もちろん、地権者の皆さん、あるいは地域の皆さん方の要望はもとよ

りでございますけれども、実はこの次の質問にも関連はしてまいります

が、保育所を統合したといったことから、保護者あるいは地域の皆さん

方がみどりの森保育所へ園児の送迎にもこの道を使うわけでございまし

て、そういう意味からいうと、冬期間あたりの危険な状況も含めて、で

きるだけ早い改築をという声がございました。 

 もう一つには、道路状況を見ていただくとわかりますけれども、非常

に陰陽結ぶ大動脈でございまして、大型トラック等々の離合場所もござ

いません。片方では大型トラックがとまって待っているといったような

状況もございます。無論、歩道整備もなされておりませんので、自転車、

歩行者、あるいは自転車通学の生徒たち、こういった方々が非常に危険

な状況を呈しておるといった状況でございます。 

 加えて先般の1月の豪雪におきましては、スリップ事故も何度か発生

したようにお伺いをしておりまして、できるだけ早い機会のこの区間の

改築といったことは喫緊の課題であろうというふうに思っておるところ

でございます。 

 また、邑南町のみならず、浜田あるいは江津、そちらからの便も随分

ございますし、できるだけ早い機会にこの区間の改築をという気持ちが

いたしておるところでございます。 

 県も西部建設事務所のほうにいろいろと働きかけをしていただいとる

というふうには伺っておりますが、一番ネックになったのは、冒頭申し

ましたように、地権調整がなかなかつかなかったといったことがござい

ました。具体的に地権調整が可能になったよということはこの場では申

し上げませんけれども、非常に前向きな形でこれまで反対してきていた

ところの地権者の皆さん方の同意が好転しているということでございま

す。先ほど来、市長のほうからもその地権調整が地元議員を含めて、努

力していただけるのであれば、積極的な働きかけをしていきたいという

ことでございました。 

 県の道路整備計画が5カ年ということで、平成28年度が見直しではな

いかというふうにも伺っております。したがいまして、事業計画のこの

邑南線の整備状況につきましては、現在美土里町の下郷工区と横田工区

が既に着手されておりますけれども、ぜひともこの事業箇所の欄に塩貝

工区が挙がってくるといったような形で土俵に上げていただきたいなと

いうことを常々思っておるところでございます。 

 したがいまして、先ほど地域課題とは申し上げましたが、これは大き

な空港アクセスも含め、島根県側の皆さん方も含め、大動脈としての一

番ネックになる部分でございますので、できるだけその努力をしていた

だきたいというふうに思いますけれども、市長のその意気込みをいま一

度お聞かせいただきたいと思います。 

○山 本 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 
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○浜 田 市 長  道路の必要性については、十分感じてます。先般も県と話したんです

けど、やっぱり地権者の動向っていうのは非常に気にしてますんで、私

がこの目で議員さんの協力では前向きに行きよるんで、ある程度確認が

とれたら、それをもって強く訴えたいと思います。まあ整備計画は4年

とか5年になりますけど、それ待たんでも調査とかできますんで、そう

いう前向きにこたえていきたいと。これは地権者の同意をとれれば、最

重点課題として私も要望していきますんで、御理解してもらいたいと思

います。 

 まあ、それが前提なんで、この目でこれ大丈夫だというのをちょっと

議員さん見せてもらえれば大丈夫なんで、そこらよろしくお願いします。 

○山 本 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 水戸眞悟君。 

○水 戸 議 員  この議論しておっても、最終的にはその地権者の動向ということにな

りますので、今市長のほうから答弁いただきましたように、これでどう

かいなといったようなことを市長のほうにお持ちいたしますので、ぜひ

ともこのものを成就していただきたいというふうに思っております。期

待しております。 

 そういうことで、この件につきましては非常に前向きに取り組んでい

ただくということでございますので、次の質問に入ります。 

 これにつきましては、昨年の4月、公立保育所の再編計画ということ

でございまして、みどりの森保育所への保育所の統合によりまして、旧

ひまわり保育所が現在遊休施設の状態になっておるわけでございます。 

 平成7年と8年の2カ年におきまして、みどりの森保育所とひまわり保

育所を建設した経緯がございます。したがいまして、現在まだ20年程度

を経過したものかなというふうにも思っておるところでございますが、

これの今後の有効な利活用について、大きな地域課題として取り上げて

いただきたいというふうに思っておるところでございまして。実は隣接

したところには、旧美土里町の給食調理場もまだそのままでございます。

いろんな話は飛び交っておりますものの、せっかくのこういった施設で

ございますから、それなりの有効利用計画が出されていいのではないか

というふうに常々思っておりまして、この機会をかりまして市長の所信

を伺うところでございます。 

○山 本 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの水戸議員の御質問にお答えいたします。 

 旧ひまわり保育所の施設の有効利用についての御質問でございます。 

 平成27年3月末をもって、「みどりの森保育所」に統合し、閉園いたし

ました「ひまわり保育所」の施設につきましては、平成8年に建設をさ

れ、築18年と比較的新しく、あわせてバリアフリーの構造となっており

ます。 

 このように高齢者にも安心して利用できる施設であることから、地元
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地域振興会に対し、地域の実情に即した有意義な活用方法についての御

提案をいただくようお願いをしているところでございます。しかしなが

ら、現在までのところ、施設の活用についての具体的な計画案は決まっ

ていない状況でございます。 

 市といたしましては、引き続き施設の維持管理をしながら、各種団体

へも施設の活用について声掛けを行い、この施設が地域のために有効活

用されるよう働きをしてまいっていきたいと思っております。御理解を

賜っていただきたいと思います。 

○山 本 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 水戸眞悟君。 

○水 戸 議 員  答弁いただきましたけれども、この件に関しましては今の市長の答弁

のように地域振興会、地域としては生桑振興会と北振興会でございます

が、そちらのほうに話もいっておるということにつきましては承知をい

たしております。ただ、施設的に振興会としてどういう形でやっていく

んか、あるいは振興会がどこを取り込んでどういう形でやっていくかと

いうことについては非常に難儀をされておるというところが実情でござ

います。先ほど御理解いただいとるように、その施設そのものはバリア

フリーにもなっておりますし、床暖にもなっておりますし、非常に残さ

れた耐用年数が随分とあるといったような形でございます。 

 したがいまして、今進めていただいております公共施設の有効利活用

ないしは管理計画、こういったことにも影響してくると思うんです。と

いいますのは、今後予想される学校統合も進んでまいりましょうし、ま

たいろんな施設のスクラップビルドも進んでくることだと思います。そ

うすると物事を統合していくということになりますと、一定程度の遊休

施設になるであろう跡地利用、こういった部分にもある程度の目安とい

うか方向性を提示して、物事を進めていただきたいなと思っておるとこ

ろでございます。 

 だれか使っていただく方おられませんかねといった形の消極論でなく

て、ここにはこういう地域があって、この施設とこの地域のそのマッチ

ングを求めて、地域活性化のため、あるいは地域経済の発展のためには

この施設はこういうふうに利活用できるんでないかといったような提案

も含めて、今後進めていただきたいなと。これはひまわり保育所だけの

問題ではないんではないかというふうに思うんですね。今後進めていか

れるいろんな統廃合の関係の施設についても、いわゆる公共施設の管理

運営に関する計画の中で、やはり一定程度の目安といったようなものが

地域に出て行って、お話ができるといったような形でないと物事が次に

進んでいかないのではないかといったような懸念を持っておりますので、

そういう意味ではいま1年、まだお話がないんですよというよりも、こ

んなふうな例えば利用計画についていかがでしょうかといった働きかけ

をすべからく近所の地域の皆さん、あるいは振興会のみならず、各種団

体にもあるいは、どういいますかね。市内全体への投げかけも含めて、
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それが老人施設になるのか、地域福祉の関係の施設になるのかというの

は行き着いたときのその考え方でしょうけれども、そういった形ででは、

その公共施設の遊休化を防いでいく、有効利用できるものはしていく。

そういった形を提示しながら進めていただきたいなというふうに思って

おるところでございまして、その辺についての将来計画等々も含めた、

今後数々出てくると思うんですけれども、そういったことについての市

長としての、いわゆる公共施設の管理運営に関する計画もさることなが

ら、市長として一体これはどうすればいいんかといったようなところを

最後お伺いをしたいと思います。 

○山 本 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  公共施設の利活用いうたら、うちの大きな行革のテーマでございます。

無駄なものをやめてちゃんといこうという。だけど、現在あるものの有

効活用いうのもテーマでございますので、この2本の柱をうまく切り抜

けていくかということですね。だから議員御指摘のように、例えば有効

活用、例えば老人のいきいきホームとか、福祉面から幼稚園じゃなしに

考えることもできます。 

 総合的に、そうやって議員さんおっしゃったんですけど、行政も提案

してきたらどうかという御意見だったと思うんで、こういうことを踏ま

えながら、また地域のことも聞きながら、やっぱりその辺の検討をして

いきたいと思います。まずは地域の皆さん方と思ったんですけど、行政

からこういう提案もできますよというような提案も必要だと思いますん

で、こういうことはしっかりと考えていきながら、施設の有効活用とい

うことで、2つの柱がございます。今ある施設を要らんものは廃止して

いこうと、維持管理していくことと、あるものについてはできるものに

ついては有効活用できる。それが、どういうことで使えるかというのは

いろんな方面から考えにゃいけんと思います。今まで学校教育だけじゃ

なしに、福祉とか教育とかいろんな課題がございますので、その辺を加

味しながら、ここの有効活用については考えていきたいと思いますので、

御理解を賜りたいと思います。 

○山 本 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 水戸眞悟君。 

○水 戸 議 員  先ほど来2点について、市長の所信を伺っておるところでございます

けれども、大体まあ御理解をいただいたんかなという気がいたします。

道路行政につきましても、その専門分野としてこれまで手腕を発揮して

こられた市長でもございますし、そういう意味では地権調整はしてこい

よと、そういうことでございましたので、それは腹に据えてやっていき

たいなというふうに思いますし、また先ほど来の保育所の関係について

は、保育所のみならず、公共施設についてはそれなりのスクラップする

ものはする、再利用するものはまた考えにゃいけんといったようなこと

でございますので、そこんところはずっと腹においていただいて、今後
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ともこの施策に当たっていただきたいということを申し添えて、私の質

問を終わります。 

○山 本 議 長  以上で、水戸眞悟君の質問を終わります。 

 続いて通告がありますので、発言を許します。 

 13番 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  13番、未来創生会の秋田雅朝でございます。 

 通告書に基づきまして、大枠2点についてお伺いしたいと思います。

昼前でございまして、時間的に制限があるかもわかりませんが、できる

ところまでよろしくお願いしたいと思います。 

 まず、1点目といたしまして、安芸高田少年自然の家廃止についてお

伺いするところでございます。 

 その1点目といたしまして、廃止方針の見解についてお伺いしたいと

思います。 

 本年1月、先般の定例全員協議会におきまして、廃止方針についての

報告がございました。廃止する理由については、資料等提示いただきま

して、しっかりと説明があったかとは存じます。主には多額の一般財源

の持ち出し、施設の老朽化等、いわゆる総合的な判断とされていたと認

識いたしております。この件につきましては、議案として上程されてお

りますし、委員会付託でしっかり審議される予定にはなっておりますし、

また先の本会議におきまして同僚議員からの質問もございました。繰り

返しの答弁をいただくことになるかもしれませんが、市長、教育長のま

ず廃止方針についての見解における最たる理由についてお伺いしたいと

思います。 

○山 本 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの安芸高田少年自然の家の閉所に係る最たる理由についての

御質問にお答えいたします。 

 御存じのとおり、本市では平成27年2月に、安芸高田市公共施設等総

合管理計画を策定いたし、公共施設の利活用促進や統廃合を含め、計画

的かつ効率的な公共施設整備を行うとともに、施設の長寿命化を行い、

将来負担の軽減を図ることを目的に、その方針として今後、平成47年度

までの20年間において、苦渋の決断でございますが、総延べ面積を30％

以上削減することとしております。 

 この方針に基づき、各施設の状況を確認する中で、少年自然の家は譲

渡を受ける際に、利用見通しを10年間程度としていたこと、建設から40

年以上経過し、今後改修費の増加が見込まれること、そして現状の運営

方法では年間2,000万円以上の持ち出しが発生することなどから、総合

的に判断した結果、少年自然の家としては歴史に幕を閉じることとした

ところでございます。 

 この結果、少年自然の家としての利用は、あと1年で終了いたします

が、少年自然の家跡地、敷地は公有地であり、郡山のふもとという歴史
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的文化の薫るロケーションでございますので、国史跡毛利氏城跡の範囲

内のため、文化庁との協議を行いながら、認定子ども園や、児童クラブ

への活用も視野に、さまざまな可能性を含め、検討してまいりたいと思

っております。 

 なお、自然の家の前庭では、地域の老人クラブがグラウンドゴルフに

利用されたり、近隣の子どもたちの遊び場となっておりますが、閉所後

におきましても、次の活用が決まるまでは引き続いて利用いただけるも

のと考えております。 

 これ市の直営でやることを廃止としたわけでございまして、有効活用

については市民の皆さんとともに一緒に考えていきたいと思ってますん

で、御理解を賜りたいと思います。 

○山 本 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 教育長 永井初男君。 

○永井教育長  ただいまの安芸高田少年自然の家廃止に係る最たる理由について、秋

田議員の御質問にお答えをいたします。 

 議員御承知のように、少年自然の家は、平成19年4月から広島県より

無償譲渡を受け、今年度末で9年を経過するものでございます。議員御

指摘のとおり、平成28年度末をもって、廃所いわゆる利用停止の予定で

ございます。 

 その最たる理由としましては、本施設は先ほど市長も答弁しましたが、

昭和48年に竣工しておりますので、昭和56年6月に施行されました新耐

震基準を満たしていないという点がございます。 

 譲渡初年度には、施設の利用見通しを10年間程度とし、1億9,000万を

かけて大規模改修を行いましたが、その時点では耐震化工事は行ってお

らず、天井の雨漏り防止や内装、電気工事など、施設老朽化による改修

を優先しました。 

 したがいまして、今後このままの状態で耐震に不安を持ちながら青少

年教育施設として運営を継続し、子どもたちの宿泊体験活動を実施する

ことは、児童生徒の安全安心を確保するという点からも問題が残ると考

えています。 

 なお、耐震診断並びに耐震化工事を行う場合、あくまでも概算でござ

いますが、本館部分だけでも約4,000万円程度は必要と考えています。

他の老朽化部分の改修工事も合わせますと、その改修の程度にもよりま

すが、約7,000万以上はかかるものと想定をしています。 

 また既に御報告しておりますように、通常運営費につきましても毎年

度約2,000万円の公費持ち出しの状況となっており、こうした財政的要

因も廃所利用停止の理由でございます。 

 御理解を賜りますようお願いを申し上げます。 

○山 本 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  ただいま、市長、教育長より答弁をいただきました。基本的に市長部
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局といたしましては、公共施設の利活用計画等に基づきながら、本当に

今後の使い方も答弁をいただいたと思うんですが、予定も。一番はやっ

ぱり経費的なことも含めて、教育長の答弁にもそういったことが財政面

が一番であったというふうに思います。 

 改修に当たるとなると、かなりの経費が要るということで、理解は私

もできると思うんですね。とは申しましても、これまでこの施設を利用

していろいろな取り組みもなされてきたことがあるかと思います。それ

は次の教育に関するほうの効果についてお伺いしていこうと思いますが、

まず市長のほうに再度お伺いしたいのは、確かにおっしゃるように公共

施設の資料をいただきました公共施設の管理運営の方針についてと、詳

しくこの資料で検討の経緯等も伺いながら、その最終的に基本的な考え

方として老朽化が進み、将来の修繕や改修にかかる費用に見合わない施

設は廃止しますよということが前提となって決まったんだというふうに

は認識します。 

 少年自然の家も経過年数、先ほどいただいた昭和48年だったですかね。

42年ぐらいもうたってるということで、先ほどもありました財政課のほ

うの収支状況では2,300万程度ずっと赤字がきて、さりとて私も合併し

て最初この自然の家が始まったときに、教育効果、要するに2,000万の

赤字が出ても教育、子どもに対してのこれは投資なんだというような考

え方でこれまで続けてこられたと。県のほうの約束事である10年が経過

して、まあ一旦そこが区切りになったというのが今だというふうにも認

識いたします。 

 ですが、安芸高田市を考えてみますと、本市には余り大きな宿泊施設

がない、ということを考えましたら、これまで担ってきた役割と、ある

意味経済的な効果もあったんではないかと、いうような判断を私はさせ

ていただいております。で、廃止に向けて、今後何か何らかの財政面の

検討ができないか、そうしたことを考えながら、今後の活用についてこ

のものを使っていくことはできないかということも思うのですが、再度

市長の見解をお伺いいたします。 

○山 本 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  この少年自然の家は、大事な安芸高田の宝でございますんで、ここを

廃止といった言葉が表現わかりませんけど、有効活用というのがこれか

らの課題だと思います。それを有効活用というのを今までのような方式

でやるのか、例えばいわゆる老人の皆さん方の憩いの場としてやるんか

いうのは、これからまた考えていきたいと思ってます。 

 それをやるためには、まず弊害となることがやっぱり耐震とか、それ

から史跡であるということから、非常に普通の一般ではできないような

条件があります。あっこ改修しよう思うたら、いろんな条件があってか

らできなくなる。で、一番困るのは、先ほど言われますけど、この我々

行政で困るのは宮島とか広島市だったら、旅館経営いうたらみんながや
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ってるんですね。民間で。ここは赤字になったら、市がもつんだという

ことになってくるんで、そういうことをしてまでやったほうがいいかい

うことは、これから課題にしたい。それをやってみと言うんだったら、

またそういう方向にまた考えていきたいと思いますけど。そこに課題が

あると思います。補助金ありきのことから、農業問題もできなくなって

もいいんですかということになるんで、そこらのバランスを考えながら

考えていかないということで、あるんじゃけえ残そうかいうんじゃなし

に、そこらしっかり御理解してもらいたいと思ってます。この有効活用

については、しっかり考えていきたいと。 

 それから、その民間に出すにしても、例えば改修を行おう思うたら、

文化施設だからちょっと難しいとか課題もあるんで、その課題を整理し

ながら、安芸高田市にとっていい方向にしていきたいと。先ほど水戸議

員さんの説明したんですけど、いろんな多方的に考えながら、いかに有

効活用できるかということから検討していきたいということなんで、こ

れ廃止というのが前出てから、明日からやめるんじゃないかと思ったけ

ど、そうじゃないんで、御理解してもらいたいと思います。 

 今非常に繁盛しても、例えうちが補助金出して安く泊めてるからよそ

の修学旅行生が来るのであって、じゃあ泊まったら3,000円かかるとこ

ろを1,000円みてもね、市民が継続してくれということなら、私もやっ

ていきたい。多分それやっていると、皆さん方が何でこんなことやっと

るんかとまた質問ですよ。だけど、その辺のことをしっかりと踏まえな

がら、こういうことを考えていきたいので、御理解をしてもらいたいと

思います。決して、むやみやたらに廃止するんではございません。この

新しい安芸高田の財産というのは、これから有効活用、どういう方法が

あるかというのは、市民と一緒に考えていきたいと思ってますので、御

理解してください。 

○山 本 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  確かに、廃止という言葉、本当に聞こえが響きが悪いですし、市長お

っしゃいます有効活用していくんだと、だから最初から廃止という形で

はないと。形というか、その言葉自体が受けるイメージ、それは確かに

おっしゃるように私も悪いと思います。少し設置管理条例等で、この自

然の家ができたときに、その中に掲げてあったのが、広く市民の利用に

供することによって、地域における自主的な各種の活動を支援するため

に設置して、地域振興を目的とする市民の交流活動に関する事業とされ

ておられます。 

 そういった形で考えると、本当に安芸高田市の財産でもございますし、

市民にかかわってきた施設であったという思いから、先ほど答弁の中に

あったかもわかりませんが、市民の声をどのように反映させていかなき

ゃいけないかということも私は大事な課題ではないかというふうに思い

ます。 
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 そうした中で、短期間での廃止方針決定であって、今定例会中にこの

設管条例の廃止も議決をさせていただくということを考えたときに、市

民の声もある程度は聞いておかれる必要があったんではないかなという

思いから、そこらあたり私たちはその経過がわかりませんので、お伺い

できたらというふうに思うのですが、これは教育長さんのほうでよろし

いでしょうか。 

○山 本 議 長  答弁を求めます。 

 教育長 永井初男君。 

○永井教育長  ただいまの秋田議員の御質問にお答えをいたします。 

 その前に、秋田議員のほうからいわゆる教育への投資は先行投資では

ないかと、そういうことを踏まえてこれまで少年自然の家のほうの運営

のほうしてきたではないかと、そう理解していると、そういうお言葉に

対しては本当にありがたく感謝を申し上げます。当然、これまで御理解

をいただきました市民の皆さんを初め、議員の皆様方、あるいは関係者

の皆様に本当に御理解をいただいたということには、感謝の言葉しかご

ざいません。 

 しかし、先ほども申しましたように、今日の厳しい財政状況というの

は本当に待ったなしの状況にあろうと思います。市長部局のほうで策定

をしました、先ほども答弁の中でありましたが、安芸高田市公共施設等

総合管理計画の中でも自然の家のほうも議員御指摘の関係者の理解や、

助言をいただきながら、廃止に向けて検討ということではありますが、

一方県から移譲を受けるときに、議員の代表の方にも加わっていただき、

吉田少年自然の家調査特別委員会というのを設置していただき、そこで

県から移譲を受けた後の利活用について、本当にさまざまな角度から検

討いただきました。その中で、議員の方から10年後見据えて、10年経過

した後に、この施設をどう有効活用していくのか。そのことも今踏まえ

ておく必要があるのではないかという、本当に的を射た意見をいただい

たということも、私も鮮明に記憶をしております。 

 しかし、最終的にはこれまた先ほどの答弁させていただきましたが、

いかんせん建築相当の年数がたっておって、いわゆる耐震化基準もクリ

アしてない。私たち行政としては当然あそこの施設を利用するいわゆる

子どもたちを中心とした利用者の安全安心も、一方ではしっかりとした

確保しなければならないという状況、役割、責任というものがございま

すので、そういったさまざまな角度から検討した結果、今回の条例の廃

止ということでございまして、正確にはいわゆる利用停止、廃所という

ことに最終的に結論を出させていただきました。余りにも急ではないか

ということの御指摘でございますが、これにつきましては先ほど申しま

した調査特別委員会、県から移譲を受けたときも、向こう10年間の活用

を視野にいわゆる改修工事をするようにという当時私も指示を受けてや

ってきたということがございますので、その10年が近づいてきたという

ことの中で、もちろん経費にも問題もございますが、それと同時にもっ
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と言えばそれ以上に、子どものあそこを利用する子どもたちの安全安心

を確保しなければならないという観点から、今回の結論に至ったという

ことでございますので、御理解をいただきますようよろしくお願いいた

します。 

○山 本 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  冒頭からずっとこの廃止方針の見解について、るる御説明等いただき

ましたし、私自身も理解できないことはございません。当然、そういっ

たいろんな要素があるからこそ、今回こういう条例の廃止が上程されて

きたんだという思いもあります。ただ、本当に市長おっしゃったように、

安芸高田市の顔の一つであった少年自然の家、来年をもって使われなく

なるということを考えますと、少し寂しい思いもしますし、とはいえ、

いつまでも経費がかかるものを置いとくわけには、耐震化もできていな

い、本当にるるいろんな課題が重なってきて、その判断をされたのが今

回だというふうに理解いたします。そうした意味では、そうしたことを

判断させていただかなきゃいけないのかなという思いをしております。 

 次の質問に入らせていただこうと思いますが。 

○山 本 議 長  質問の途中でございますが、この際13時まで休憩といたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後００時０７分 休憩 

午後０１時００分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○山 本 議 長  休憩を閉じて会議を再開いたします。 

 午前中に引き続き、秋田議員の一般質問を行います。 

 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  引き続き、よろしくお願いいたします。 

 それでは、安芸高田少年自然の家廃止についての2項目目のほうで、

この施設を利用して、これまでの施設利用による教育効果について、と

いうことと、3番目も関連してくるかもわかりませんけども、一つ一つ

やらせていただきたいと思います。 

 教育効果について、教育施策の一翼を担う「豊かな心の育成」として、

これまで集団宿泊活動等をこの施設を活用して実施されてきたことと認

識いたしております。こうした取り組みに、この施設は重要な役割を担

ってきたのではという観点から、これまでの教育効果についての見解と

今後等についてのお考えについて教育長にお伺いいたします。 

○山 本 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 教育長 永井初男君。 

○永井教育長  ただいまの秋田議員の御質問にお答えをいたします。 

 これまでの安芸高田少年自然の家の利用による教育効果と今後に向け

ての考えについての御質問でございます。 

 議員御指摘のように、これまで実施してきました安芸高田少年自然の
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家での集団宿泊活動は、児童生徒の豊かな心を育成する上で重要な役割

を果たしております。 

 教育基本法や学校教育法に、学校教育における体験活動の推進・充実

が規定されておりますように、集団生活や自然体験などのいわゆる体験

活動は、社会性やともに生きる力の育成、また豊かな人間性やともに生

きる力の育成など、さまざまな教育的意義があります。これまで、安芸

高田少年自然の家で実施してきました集団宿泊活動は、これらの教育的

意義はもちろんのこと、地元の施設であることの利を生かし、例えば甲

立古墳の見学、カヌーやＢＭＸなどの体験活動を組み合わせ、本市の歴

史や文化・スポーツに触れ、郷土に対する愛着と誇りを醸成する効果も

大きかったと考えております。 

 このたびの安芸高田少年自然の家の廃所、利用停止により、市が運営

する青少年向けの宿泊施設はなくなるわけでございますが、今後も市内

外の施設を活用しながら、引き続き児童生徒の豊かな宿泊体験活動を実

施し、「郷里を想い、夢と志に向けて、ともに学び続ける人づくり」を

基本理念とした安芸高田協育を進めてまいりたいと考えております。 

 御理解をいただきますようよろしくお願いを申し上げます。 

○山 本 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  ただいま教育長の答弁で、この施設を活用してこれまで取り組んでき

た教育としては本当に教育的な意義があると。安芸高田協育ですか、こ

この根幹もなしているというような考え方でいいというふうに受けとめ

ております。 

 で、私のほうの思いといたしましては、安芸高田市青少年育成プラン、

平成20年に策定されておりますが、義務教育の充実として、先ほど来出

ている心の教育について、自然の家などを活用して、学校教育や子ども

会活動における野外研修活動等を充実して取り組むと提唱されたり、ま

た先ほども出ました規範意識の醸成では学校や地域における集団活動の

機会を増加して、多様な人間関係から規範意識を学べる機会をつくると

されて、この施設を活用した取り組みがなされてきたと認識いたしてお

ります。 

 また、子ども会活動におけるリーダーシップを養うリーダー研修会を

この施設で開催し、たくさんの子どもたちが巣立っていったような記憶

がございます。これは学校における教育とはある意味違った教育効果だ

と私は認識いたしております。それは、この施設が市の中心部に位置し、

適切な施設規模であることが効果の一員としても考えられるのではない

かと私は思っていますし、使わなくなるとこれまでの教育効果が薄れて

しまうのではないかなというような思いがいたすんですね。後ほど、3

番目では体験学習のこと伺いますが、今の点について薄れてしまうので

はないかというそうした部分の懸念について教育長はどのようにお考え

かお伺いしたいと思います。 
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○山 本 議 長  答弁を求めます。 

 教育長 永井初男君。 

○永井教育長  秋田議員の市内に適切な規模での身近な宿泊体験施設がなくなるとい

うことで、これまでのような効果が期待できなくなるのではないかとい

う御指摘でございますが、そうならないように、先ほども申しましたよ

うに、市内あるいは近隣の県内にある施設でありますとか、あるいは中

には近い県外の施設というようなことになろうかと思いますが、そうい

ったところを今後もしっかり活用をし、これまでの効果が減少するとい

うことがないように、最大限の努力を図っていこうというように考えて

おります。 

 議員御承知のように、今日、子どもたちをめぐる状況というのは、体

験にはよく言われますように、直接体験、間接体験、模擬体験というよ

うなことが言われますが、今日の子どもたちは、いわゆる直接体験が減

って間接体験がふえてきた。テレビゲームあたりがその代表的な例だろ

うと思いますが、そういった子どもたちをめぐる状況の中で、文部科学

省のほうも先ほど議員御指摘のように、道徳でありますとか、あるいは

特別活動といった指導書の内容の中に、先ほどの体験活動、宿泊体験と

いうようなものをしっかり取り入れて、子どもたちの協力する心であり

ますとか、あるいは協力して最後までやりきる、あるいは規範意識、そ

ういったものをしっかり子どもたちに体験活動を通して育むようにとい

うことがうたわれております。したがいまして、自然の家ということで

の機能は先ほども申しましたように、条例として廃止させていただきま

すが、今後の有効活用、あるいは近隣の施設、もちろん市内を中心にで

はございますが、しっかり検討していき、市内の子どもたちの豊かな体

験活動は何らかの形で保証していきたい、担保していきたいと考えてお

るところでございます。 

○山 本 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  ただいま答弁をいただきました。教育効果が薄れないように、進めて

いかなくてはいけないということで、3番目の質問につながろうかと思

うんで、3番目の今後の宿泊体験学習の取り組みについてということで

お伺いしたいと思います。 

 この学習については、先ほど来お話あるように、市内各小中学校にお

いて、絶対的条件ではないということを伺いましたけども、市内の各施

設を使ったり、県内及び近県の施設の活用で効果を得ることができると

いうふうに全員協でも説明もいただきました。 

 まあ、そうなのかなという思いはするんですけれども、改めてこの対

応策での取り組みについて、そういった効果も含めて効果が得られるの

かというようなお考えについて、見解を伺いたいと思います。 

○山 本 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 教育長 永井初男君。 



68 

○永井教育長  ただいまの秋田議員の御質問にお答えをいたします。 

 今後の宿泊体験活動の取り組みについての御質問でございます。 

 先ほどお答えいたしましたように、宿泊体験活動の教育効果として、

子どもたちに生きる力を育成することや、地元の歴史や文化等に触れて、

郷土愛を育むことなどが大きくは考えられます。 

 現在、広島県教育委員会が全県的に展開をしております、小学校5年

生を対象としました3泊4日の「山・海・島体験活動」の本来の事業趣旨

は、日常とは異なる環境での生活を体験し、児童の自立心や主体性など

を育てるとともに、体験先の地域住民や学校等との交流を通して、コミ

ュニケーション能力など人間関係を形成する力を育てることにより、児

童の豊かな心を育成するというものでございます。今後は、一つの施設

に限らず、市内の学校によって異なる施設を活用するということになり

ますが、この点についても十分配慮しながら引き続き子どもたちに豊か

な体験活動を継続して取り組めるよう配慮していきたいと考えておりま

す。 

 また、前段で申し上げました教育効果、二つの観点のうち、地元の歴

史や文化等に触れて、郷土愛を育むという点につきましては、校外学習

や社会見学等の機会に、昨年度刊行しました副読本の活用を柱とした郷

土理解学習の充実を図り、郷土愛を育む取り組みもさらに進めてまいり

たいと考えております。 

 いずれにいたしましても、さまざまな教育効果が得られる体験活動に

つきましては、宿泊体験活動も含め、今後さまざまな形で学校教育を通

して、充実をしてまいりたいというふうに考えておるところでございま

す。御理解をいただきますようよろしくお願いいたします。 

○山 本 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  今後の宿泊体験学習、取り組みについて、るる県の方針も含めて答弁

いただいたかと思います。 

 私のほう、平成26年度の教育委員会からいただいた教育要覧では、自

然の家の年間宿泊者数、市内の児童生徒です。宿泊者数を掲げておられ

まして、25年度が1,582人、それから26年度が1,600人というふうになっ

ておりました。 

 平成27年度の同じく教育要覧では、市内の児童生徒数は合計で2,066

人というふうになっております。で、この中で先ほど来出ております豊

かな心の育成に体験活動の推進ということを掲げておられますし、また

同じようなことが第2次安芸高田市総合計画、あるいは第2次教育振興計

画、または子ども子育て支援事業計画等の中に同じように掲げてござい

ます。 

 これらの計画を実行していくことが将来の安芸高田市の健全なる子ど

もの育成につながっていくんだということを考えますとき、この学習の

取り組みは大変重要なんだということと、だからこそ適切な施設利用が
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重要と私は考えるんでございます。 

 そうした意味で、市内の各施設の利用で対応が本当に可能なのかとい

う懸念があることから、この質問をさせていただきましたけれども、各

市内施設の利用、あるいは県内施設の活用では、金銭的なことであった

り、時間的なことも含めて大きく違ってくるんではないかという懸念が

ございます。その各学校ごとの対応になろうかと思いますけども、教育

委員会として、だからこの各学校の対応は学校ごとで対応するのか、あ

るいは教育委員会としてある程度支援をしながら、取り組んでいくのか

というあたりが今後重要になってくるんじゃないかと思うんですが、そ

こらあたりの考えを含めた対応策について、再度、教育長にお伺いした

いと思います。 

○山 本 議 長  答弁を求めます。 

 教育長 永井初男君。 

○永井教育長  ただいまの秋田議員の御質問にお答えをいたします。 

 先ほど少し説明が不足しておりましたが、今日、小学校で言いました

ら、3年生と5年生、中学校は1年生を中心に、安芸高田少年自然の家

「輝ら里」を利用した宿泊体験活動に取り組むように、これは教育委員

会として決めております。もちろん、先ほど申しました県の「山・海・

島の体験活動」等の流れも含めての判断でございます。そのあたり今後

さまざまな施設を利用することになるということで、学校に任せるのか、

教育委員会として一定のイニシアチブをとるのかということでございま

すが、これにつきましてはしっかり学校現場と連携をしながら、市内は

学校間の格差が生じないような努力なり配慮をしていく必要があろうと

いうふうに考えております。 

 今自然の家を利用した場合は、メニュー的なものが、これも先ほど答

弁させていただきましたが、やっぱりここ数年限定をされてきておる傾

向にございます。この限定をされてきておる一つの理由に、以前は配置

できておりました指導員の方が今は配置をできていないという状況にご

ざいます。 

 しかしながら、近隣の施設等によりましては、まださまざまな体験活

動のノウハウを持った指導員を配置している施設がございます。例えて

言いますと、これはもう県外になりますので、十分検討配慮が要ろうと

思いますが、三瓶の施設あたりで言いますと、30人以上でしたら、三瓶

の施設が持っておるバスで送り迎えをしてくれる。さらにはその施設に

行きますと、いろいろな体験活動のノウハウ、指導ができる指導員が配

置をされてるという、一長一短がございます。そういうできるだけ施設

ごとの長所をしっかり生かせるような活動にしていくべきだろうと考え

ております。 

 それから、物理的な時間の問題、それから経費の問題ということでご

ざいますが、これについても正式な形でのシミュレーションではござい

ませんが、今、年間2,000万強の単市の持ち出しということを考えれば、
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今子どもたち小中学生が体験してくれておる小学校3年生、5年生、中学

校1年生ということで考えていけば、約、多くても半額以下にバス代で

ありますとか、宿泊費の補助をしても抑えられるんではないかというふ

うに見込んでおります。 

 そういったようなところの、いろいろ長所短所がございますが、その

辺のところをしっかり吟味しながら、いずれにしましても私も教育長拝

命をする段階で、一昨年刊行させていただきました副読本をつくるとい

うのが一つの夢でございました。といいますのは、学校ですから当然教

科の学力をつけていくということは、外せない学校の使命でございます

が、それと同時に今のこういった社会であるからこそ、先ほどから申し

ておりますような子どもに豊かな心を育てるということが、今後市内で

育つ子どもたちがどこに住んでも自分を見失うことなく、より豊かな人

生を送れるということの一助になるというふうに考えておりますので、

自然の家が利用停止になるということは、私個人としても非常に残念な

思いはありますが、これまで説明してきました状況を踏まえて、何とか

子どもたちには体験活動が後退することがないよう、引き続いて最大限

の努力をしてまいりたいというふうに考えておるところでございます。 

 あと、利用者数等がもし必要でしたら、よろしいですか。以上でござ

います。 

○山 本 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  ただいま答弁で、先般の19日です。本会議の中でも自然体験活動は充

実させていかなくてはいけないということを答弁されておられます。今

いろいろと答弁いただく中では、重々そういった取り組みをしていただ

きながら、各学校の違いはあるかもわかりませんけども、一番大事な心

の教育、道徳教育ということでしっかり取り組んでいただきたいという

ことを申し添えたいと思います。 

 それで、少し余談になるかもわかりませんが、先般中学校の市内中学

校の生徒議会の一般質問がございました。その中で、市の公園について

という質問された子どもさんがいらっしゃいまして、吉田中学ですんで、

吉田町にはブランコや滑り台といった遊具がある公園は少ないと思いま

すと。公園は、幼いころの楽しい思い出や健全な人と人とのつながりを

つくっていくきっかけになる場ではないかと思います。そこに集まる人

というのは子どもの家族から高齢者の方といった地域の方まで広く地域

の活性化への期待も込めるものですと。人口減少が進んでいる中で、現

在ある公共施設の維持管理についても考えるべきときが来ているとも聞

きますと。で、締めくくりとして、しかし今ある公園、市が所有する空

き地に市民が気軽に利用できる環境へとつくりかえをしていただければ、

現在失われているとされる子どものころからの育まれていく地元、ふる

さとへの思いをみずからの体験を通して感覚へつながっていくのではな

いかと思いますという、本当に物事を考えた文章だと私は思ったんです
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ね。そうしたことをしっかり吸い上げてあげるということの中の一つに、

少年自然の家はなくなるにしても、何かそれなりのそういったそこでも

よろしいのに、今でもそこで遊んでいる子どもさんもいらっしゃると伺

っております。そうしたようなことを考えていくのも今後の取り組みの

一つではないかと思うのですが、再度見解についてお伺いしたいと思い

ます。 

○山 本 議 長  答弁を求めます。 

 教育長 永井初男君。 

○永井教育長  ただいまの秋田議員の御質問でございますが、教育委員会で考えるに

しては余りにも大きなテーマといいますか、課題のような気がしており

ます。当日私も生徒の今述べられたような趣旨の質問を聞いておりまし

て、非常によくこれから先の時代のこととか、市の状況というのを考え

てくれているなというふうには受けとめさせていただきました。 

 しかし、一方では、安芸高田市も随分以前とは様子は変わってきてい

ると思うのですが、市民の年代を超えてのきずなとか交流でありますと

か、子どもたちの集う場所でありますとか、そういったことにつきまし

ては、公園を否定するものではありませんが、もう一度やはりまだまだ

安芸高田市というのは豊かな野山というのもございますし、自然も残さ

れております。そういったところへもう一度やっぱり子どもたちの目を

むく、向けさせる。そのためには市民の皆さん方のまたそういった視点

というものもお借りする必要があるんかなと。すべてが大人の手によっ

て整えられた環境でないと遊べないとか、集えないということから、も

う一回自分たちの手づくりのそういう機会とか場を考える。それこそが

今回御指摘をいただいております子どもたちに宿泊も含めた豊かな体験

活動を体験させる一つの目的、意図というものがあるように私は考えて

おりますので、当然そういったところを行政の責任は果たしていかなけ

ればいけませんし、教育委員会としての役割も果たしていく中で、一方

では今のような視点もぜひいろんな機会に子どもたちに投げかけてみた

いというふうには考えておるところでございます。 

○山 本 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  次の質問に移らせていただきます。 

 市長の出張旅費に関する事務検査について、ということで、他者負担

日当と公費日当の重複支給についてということでございます。 

 事務検査特別委員会では、今日まで9回の委員会を開催し、先般の全

員協議会において、中間的なまとめとして事務検査特別委員会報告書を

提出されたところでございます。その中で平成26年度、27年度の事務所

類で重複支給が8件、金額で日当1万8,000円があることが判明いたしま

した。このことについて、執行部の説明では、事務方の確認不足であり、

今後は二重支給のないような取り組みを検討するとございました。この

事務検査特別委員会では、市長に対して深く質疑はできなくて、説明を
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お伺いすることができていないので、是非を問うのではなく、一般質問

にてこのことについて市長のお考えについてお伺いしたいと思います。 

○山 本 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの議員の御質問にお答えいたします。 

 私の出張旅費についての質問でございます。 

 答弁をさせていただきます前に、議員の皆様を初め、市民の皆様方に

は私ごとで心配並びに御迷惑をおかけしておりますことを、改めておわ

び申し上げたいと思います。まことに申しわけないと思ってます。 

 この質問は、私が他の団体との役員、例えば広島県の簡易水道協会や

市町総合組合の役員などに就任した折、そうした団体からの日当を受け

取る際に、本市の日当と重複した支給となってしまった件についての質

問でございます。 

 この件につきましては、私も他の団体から旅費支給がある旨を理解し

ておりますので、担当者には日ごろから重複した支給はならないよう注

意をお願いしてきたところでございますが、一部取り扱いにおいてミス

があったと先般報告を受けました。結果としては私としても最終責任が

ございますので、今後適切な対応を取ってまいりたいと考えております。

是は是、非は非でございますので、間違いがあれば直していきたいと思

っております。 

 具体的には、相手方となります他団体と協議、また本市の顧問弁護士

とも相談しながら、適切な対応を決めてまいりたいと思いますので、御

理解を賜りたいと思います。 

○山 本 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  今、市長のほうからいろいろと答弁等いただきました。 

 この取り扱いにつきましては、特別委員会において、執行部の方向性

が示されるべきものとして提起されているところでございますが、最も

重要と思われますのは、まず公金であることの深く認識、それから各種

団体から支払われる日当等については、旅行命令簿等の明確な記載によ

り、市費と重複した支出とならない取り組みが必要なのではないかとい

うふうに考えさせていただきます。 

 こうしたことを踏まえまして、今御答弁いただきましたけども、その

旅行命令簿等、記載のほうを明確にしていただいたらという思いの中で、

再度市長の見解をお伺いして質問を終わらせていただきます。 

○山 本 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  基本的には他の団体とうちとは旅費規程が違うわけですから、向こう

への越権行為になりますので、旅費規程に沿って、結果的に重複という

ようなことが見つかれば、それは是正していくと答えたわけでございま

す。まあこれ、私よくわかりませんので、顧問弁護士等と相談しながら、
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対応性は考えていきたいと思いますので、どうかよろしくお願いします。 

 皆さん方もよそのこととうちとイコールに考えているんですけど、全

然違うんですよね。旅費規程が違いますから。違反行為でも何でもない

んですよ。うちのことも問われていることもね。その辺も踏まえて勉強

してからまたお答えしますんで、御理解をしてください。 

○山 本 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  終わります。 

○山 本 議 長  以上で、秋田雅朝君の質問を終わります。 

 続いて通告がありますので、発言を許します。 

 4番 下岡多美枝さん。 

○下 岡 議 員  4番、無所属、下岡多美枝でございます。 

 通告に基づきまして、3点質問させていただきます。 

 初めに、運転免許証についてお伺いいたします。 

 近代社会において自動車は欠かせない移動手段であり、運転免許の取

得により使用することができます。また、私たちはマイナンバーカード

で自分の身分証明ができますが、まだほとんどの市民は身分証明に運転

免許証を使用されておられるのではないでしょうか。 

 先日から当市のスーパーの新カードの変更手続に、多くの利用者が運

転免許証で身分証明書をされていました。このように、社会生活のルー

ルは信頼と信用で守られています。その運転免許証を他市の職員は20年

も偽造し、無免許運転をしていました。その後も消防士が無免許で救急

車の運転を行うなど、不祥事が発覚しました。安芸高田市職員の運転免

許は、どのように確認や管理されているのか、市長にお伺いいたします。 

○山 本 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの下岡議員の御質問にお答えいたします。 

 運転免許についての御質問であります。 

 東広島市職員による運転免許証の失効や偽造という、ある意味悪質な

事案について、本市職員の場合はどのように確認をしているのかという

御質問であります。 

 まず、消防職を除く一般職の職員につきましては、非常勤特別職員と

臨時職員を含め、7月1日、及び1月1日の年2回、運転免許証の確認をし

ているところでございます。 

 確認する事項は、本人の免許証であること、それから有効期限の適否

の2項目を所属長が目視で確認した後、そのコピーを総務課へ提出する

ことで、その徹底を図っているところであります。 

 直近では、平成28年の1月1日現在の状況について、問題のないことを

確認をしております。 

 なお、この確認は平成23年度から実施をしております。 

 次に、消防職につきましては、さらに厳しい対応をしており、毎朝の
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交代時に当日の責任者により、本人の免許携帯の有無、有効期限を確認

し、交代することとしておりますので、東広島のような事案は発生しな

いものと確信をいたしております。 

 なお、この確認は平成22年度から実施をしておるところでございます。 

 よろしく御理解を賜りますようお願いいたします。 

○山 本 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 下岡多美枝さん。 

○下 岡 議 員  市長、人がつながる田園都市、大変安心いたしました。 

 安芸高田市は、市民の信頼ときずなで暮らしを続けております。その

支えになっていただいている行政職員の信用を確立していることが、市

民の安心、安全な暮らしにつながると考えています。これからも運転免

許以外のいろいろなライセンスの管理を安芸高田市の財産として、市の

発展のために整理されてはいかがと思いますが、その点について市長の

お考えをお聞かせください。 

○山 本 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  貴重な御提言でございますけど、全くそのとおりなんで、運転免許証

に限らず、いろんなライセンス、それから意思の交換とか、そういう意

味でも我々安芸高田市を職員がいろんな場合を理解しようと。まあこれ

はオール安芸高田という形で表現しているんですけど、これを形をかえ

て言えば、オール安芸高田市、職員もオールですけど、そのようなこと

が一番今まで欠けていたんで、そんなことのないように、いわゆる個々

の個性も理解しながらお互いのライセンスも理解しながら共有図ってす

ばらしい振興を図っていきたいと思いますんで、御理解賜りたいと思い

ます。ありがとうございます。 

○山 本 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 下岡多美枝さん。 

○下 岡 議 員  次に入ります。これからもよろしくお願いいたします。 

 一昨年度、安芸高田市では、交通事故が117件で、交通死亡事故はゼ

ロでしたが、昨年度は交通事故95件で、交通死亡事故は4名と、大変残

念な結果となりました。 

 私たち、文教厚生常任委員会は給食センターに出向き、意見交換をす

る機会をいただきました。とても有意義で意見交換もでき、子どもたち

の成長を願って、腕を振るい、安心、安全な食事を提供されています。

また、アレルギー対応の給食も64食もありますが、ミスが許されない作

業なので、緊張感のある職場だと印象を受けました。 

 その給食センターの玄関に、9日と表示されていたのでお聞きします

と、事故のない日の続いてる日数ですと答えられました。このことは報

連相、つまり報告、連絡、相談が平素から行われていると感じました。

無事故が長く続くことが大切ですが、小さなことでも必ず報連相、つま

り報告、連絡、相談を徹底して守ることを持続することが組織にとって
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大事だと私は思っております。 

 当市の関連機関である指定管理者施設や委託業者、消防団などの運転

免許はどのように確認や管理されているか、市長にお伺いいたします。 

○山 本 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの下岡議員の御質問にお答えいたします。 

 引き続き、運転免許の確認についての御質問であります。 

 本市に関連する機関、団体職員、とりわけ指定管理施設や委託業者、

消防団員の確認はどうしているかとの御質問であります。 

 関連する機関、及び団体、並びに委託先につきましては、さまざまな

形態でかかわりがございますので、実態といたしましては、直接市がこ

れを確認することはしておりません。基本的には関係機関、団体及び委

託先ごとに、その支配下にある職員については、責任をもって管理、監

督をしていただくよう促していきたいと考えております。 

 なお、消防団員につきましては、市の非常勤特別職という立場である

と同時に、消防団所有の緊急自動車を運転することから、今後において

は消防団本部に対し、何らかの確認方法について確立していただくよう

協議をしていきたいと思っております。 

 よろしく御理解賜りますようお願いいたします。 

○山 本 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 下岡多美枝さん。 

○下 岡 議 員  よろしくお願いしたいと思います。 

 本市も免許証ではありませんが、不祥事がありました。市民が信頼し

ていた放課後児童クラブの前理事長が5年間にわたり、地位を悪用して

1,800万円の不正流用がありました。放課後児童クラブの信用をどん底

まで落とされました。残された職員は、一からの信頼回復に努められて

います。免許証などで他市のような事件が発生しないよう、確認、管理、

指導をよろしくお願いします。その点について、市長、もう一度力強く

おっしゃっていただきたいと思います。お願いいたします。 

○山 本 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  市民の信頼回復、大事なことでございます。私もこのたび、迷惑かけ

たことを非常に反省してまして、信頼回復に努めていきたいと。まあそ

ういうこと以外に、また市民の皆様方と共有をまたいろんな話をしなが

ら、安芸高田市の信頼関係これからも培っていきたいと思いますんで、

御理解してもらいたいと思います。 

○山 本 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 下岡多美枝さん。 

○下 岡 議 員  それでは次に入ります。 

 若者が楽しみにしていたスキーバスの転落事故は70歳のドライバーで

した。薬局にブレーキをかけずに飛び込み、1名死亡、3名が重軽傷の事
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故は乗用車を運転していたのは64歳のドライバーです。このように、高

齢者の交通事故が多発しております。自動車免許の更新時期満期の日の

年齢が70歳以上になると、加齢に伴って身体機能の低下が自動車などの

運転に影響を及ぼす可能性があるため、高齢者に理解してもらうために

更新時に講習がありますが、市民が多く集まる健康フェスタなどと警察

がコラボしてブースを設け、高齢者の運転機能テストや交通安全教室な

どの考えはないか、市長にお伺いいたします。 

○山 本 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの御質問にお答えいたします。 

 高齢者の運転能力機能テストや安全教室の考えは、についての御質問

でございます。 

 本市における昨年の交通事故発生件数は95件で、うち高齢者は33件で

ありました。高齢者の交通事故件数は、一昨年と比べますと4件の減で

はございましたが、高齢者の交通事故の比率は依然として高くなってお

るのが現状でございます。本市におきましては、安芸高田市交通安全対

策協議会が推進主体となり、「思いやり ゆとりは無事故へ つづく

道」をスローガンに、高齢者の交通事故防止など、重点項目に掲げ取り

組みを進めてきたところであります。とりわけ、夏の交通安全運動期間

中は、安芸高田警察署と連携し、各町を回り、高齢者を対象とした運転

能力機能テストや交通安全教室を行ってきたところでございます。 

 また、昨年11月には安芸高田警察署などが主催で、本市では初めての

取り組みでございましたが、「シニアカップ安芸高田2015」が開催され、

6町対抗安全運転協議や安全講習が実施されたところでございます。 

 議員御指摘の健康フェスタ等でブースを設けることにつきましては、

安芸高田警察署の協議を含め、これからも検討していきたいと考えてお

りますので、御理解を賜りますようお願いします。 

 交通事故は安全がテーマでございます。人が集まる機会、うまくこの

交通安全のテーマを掲げ、皆さんに参加してもらうよう心がけていきた

いと思いますので、協力してください。 

○山 本 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 下岡多美枝さん。 

○下 岡 議 員  何かがあるたびに、事故があるたびに、何か教育しなければと考える

ことが多いので、ぜひとも検討していただきたいと思います。 

 次に入ります。 

 近年、日本ではモラルが薄れ、想定外の事故や事件が起きています。

安芸高田市の職員は、市民の見本であるとも言えます。たった1人の不

祥事で安芸高田市が大きなダメージとなり、イメージダウンとなります。

コンプライアンスの徹底方法はどのようにされているか、市長にお伺い

いたします。 

○山 本 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 
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 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの下岡議員の御質問にお答えいたします。 

 コンプライアンスについての御質問でございます。 

 先ほど述べましたけど、私自身もこのたびのことを教訓として、一層

自分に厳しくコンプライアンスを徹底してまいりたいと考えております。

御理解を賜りたいと思います。 

 さて、職員におけるコンプライアンスの徹底につきましては、基本的

には各種研修を通して、これを身につけることにいたしております。具

体的には広島県自治研修センターが企画実施いたします、職員の初任者、

監督者、管理者研修などの研修メニューの中にも、コンプライアンスに

ついての座学がございます。また、市独自で業務ごとに実施をしている、

例えば情報公開、個人情報保護に係る研修や、情報セキュリティー研修、

最近ではマイナンバー制度に係る研修など、それぞれの研修の中に組み

込んで、これを身につける取り組みを継続しておるところでございます。 

 さらに視点を変えると、職員としてコンプライアンス意識に基づく適

切な業務の執行を確保するためには、いわゆる行政対象暴力には毅然と

した対応をとる必要がございますので、警察本部から派遣職員による全

職員を対象とした研修についても、本年度、特に力を入れて取り組みを

行ってきたところでございます。 

 いずれにいたしましても、こうした取り組みを継続することで、職員

1人1人のコンプライアンスの意識の醸成を図ってまいりたいと考えてお

ります。 

 よろしく御理解を賜りますようお願いいたします。 

○山 本 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 下岡多美枝さん。 

○下 岡 議 員  コンプライアンスについてお聞かせいただいて、実行されていること

が私たちにとって、大変に喜ばしいことでございますが、先ほど同僚議

員の質問に市長がお答えされまして、「物」から「心」、「量」から

「質」へと話されましたが、1人1人のコンプライアンスの徹底により、

「心」と「質」の向上をしていただきたいのですが、コンプライアンス

ミニブックを全職員に配られたら、作成して配られたらどうかと思いま

すが、市長どのようにお考えかお聞かせください。 

○山 本 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ちょっとコンプライアンスミニブックというのを読ませてください。

中で検討しながら、やっぱり職員に啓発について参考になれば、ちゃん

と総務部長と相談しながら前向きに考えていきたいと思います。申しわ

けないけど、それを私読んだことがないんで、そういうものをちょっと

手に入れ、また読んでみたいと思います。もちろん議員さんがあれば、

またこれ読んでくださいと持ってきてください。しっかりと大事なこと

なんで、これからも前向きに考えていきたいと思います。 
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○山 本 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 下岡多美枝さん。 

○下 岡 議 員  市長、先頭に立ってよろしくお願いいたします。 

 次に入ります。 

 2020年より、大学入試が変更になると報道されていますが、現在中学

校から対象となります。また、湯崎知事はオール広島で取り組み、日本

一の教育県の実施を目指すと記者会見されました。グローバルに対応で

きる人材の目的もあり、将来を見据えた基本的な学力アップ計画はどの

ように考えられておられるのか、教育長にお伺いいたします。 

○山 本 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 教育長 永井初男君。 

○永井教育長  ただいまの下岡議員の御質問にお答えをいたします。 

 議員御指摘の大学入試改革につきましては、平成26年12月に文部科学

省の中央教育審議会から出された答申「新しい時代にふさわしい高大接

続の実現に向けた高等学校教育、大学教育、大学入学者選抜の一体的な

改革について」がもとになっています。 

 義務教育段階では、平成19年の学校教育法改正により、基礎的な知識、

及び技能、これから活用して課題を解決するために必要な思考力、判断

力、表現力等の能力、さらには主体的に学習に取り組む態度という、い

わゆる学力の三要素から構成される確かな学力を育むことが重要である

ことが示されました。以来、小中学校、いわゆる義務教育段階におきま

しては、高等学校、大学の改革に先立ち、これからの時代に求められる

教育の取り組みを現在進めているところでございます。 

 具体的には、こうした国の動向を受け、広島県教育委員会は平成26年

12月にこれまでの知識ベースの学びに加え、子どもみずからが考え活動

し、能動的、主体的に学ぶ広島版学びの変革アクションプランを策定し、

全県的な取り組みを既に進めているところです。本市におきましても、

こうした国、県の動向を踏まえながら、平成27年4月に第2次安芸高田市

教育振興基本計画を策定し、確かな学力の定着に向けた取り組みを進め

ているところでございます。 

 また、この本市の教育振興基本計画をもとに、各学校現場においてよ

り具体的に取り組みを推進していくために、各種学力調査の活用、複数

校の協働による授業づくり、ＩＣＴの活用、研修の充実の4つを柱とし

た安芸高田市学力向上戦略を現在取りまとめているところでございます。

今年度中には各学校に示したいと考えております。 

 御理解をいただきますよう、よろしくお願いをいたします。 

○山 本 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 下岡多美枝さん。 

○下 岡 議 員  将来の安芸高田市の子どもたちが、よその学校とおくれのないように、

先生の力を借りて頑張ってもらえることを願って、またこれからも安芸

高田市の市民が誇りに思える職員を目指していただくことを願って、私
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の一般質問を終わらせていただきます。 

○山 本 議 長  以上で、下岡多美枝さんの質問を終わります。 

 この際、14時10分まで休憩といたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後０１時５４分 休憩 

午後０２時１０分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○山 本 議 長  休憩を閉じて会議を再開いたします。 

 続いて通告がありますので、発言を許します。 

 10番 先川和幸君。 

○先 川 議 員  10番、無所属、先川和幸です。 

 先に提出しました通告書のとおり、大枠2点について、市長にお伺い

をいたします。 

 まず、浜田市長におかれましては、市長に就任され、2期8年があと2

カ月で終わろうといたしております。この間、1年365日のほとんどを、

また1日24時間のほとんどを市政の数々の課題に挑戦され、また地域の

さまざまな行事にも積極的に参加され、市民と触れ合うことにより、そ

の課題を肌で感じ取られ、結果として数多くの事業を残されたことは周

知のとおりであります。この御尽力に対し、改めて感謝と敬意を表すと

ころであります。まだやり残したことがあるとのことですが、今後の御

健闘をお祈りいたします。 

 また、この3月で御卒業される職員の皆様方におかれましては、これ

まで市長とともに戦ってこられ、市民に数々の果実を与えていただきま

した。この御功績に対し、心より感謝するところであります。ありがと

うございました。 

 数多くのこれらが、これからますます輝きを放つことと思っておりま

す。皆様方の御健勝をお祈りいたします。 

 さて、日本の農業は、これまで日本経済の動向に大きく左右され、昨

今もＴＰＰ問題で報道によりますと、農産物のグローバル化がさらに進

み、とりわけ耕作条件の不利な本市の米作農家にとっては、先行きは今

よりさらに悪化するとの予測をされております。 

 また、農業従事者の高齢化はさらに進み、まさに集落の存亡の危機に

あるといっても過言ではありません。イノシシ、シカの鳥獣被害に必死

に耐え、今住んでいる環境が少しでも悪化しないよう、多くの小規模農

家は採算の合わない米づくりを今年も作付しようとしているところであ

ります。 

 昨年10月策定されました「安芸高田市まち・ひと・しごとの総合戦

略」の中でも、これらの課題についてその取り組み方策が明記されてい

るところでありますが、今後の方策について、改めて市長の御見解をお

伺いいたします。 

○山 本 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 
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 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの先川議員の御質問にお答えいたします。 

 環境保全型農業の今後の方策についての御質問にお答えいたしたいと

思います。 

 ＴＰＰの大筋合意を受け、国においては農政新時代「努力が報われる

農林水産業の実現に向けて」をスローガンに、農林水産分野におけるＴ

ＰＰ対策を取りまとめ、ブロックごとの説明会を開催されたところでご

ざいます。この中で、生産者の不安を払拭するとともに、農業を成長産

業化するため、生産者がその力を最大限に発揮できるよう、攻めの農林

水産業への転換を図るべく、予算措置もされております。 

 農業部門におきましては、主として経営感覚にすぐれた担い手の育成

と農業経営の安定が大きな課題となっておりますが、本市のような中山

間地域におきましては、こうした国の施策がすべて当てはまる状況には

ございません。平場と比べ、条件の不利な中山間地域において、担い手

による農業の集積は進めておりますが、畦畔管理や水管理など、担い手

では管理の限界も見られることから、土地の所有者を含めた地域ぐるみ

での取り組みにより、地域全体の農地の保全を図っていく必要がござい

ます。そのため、中山間地域等直接支払制度を初め、日本型直接支払事

業を有効に活用し、農地保全の仕組みづくりをしていくことが重要であ

ると考えております。 

 また、地域での創意工夫により、小規模農家や女性などのさまざまな

労働力をうまく巻き込み、農業の6次産業化を図っていくことも地域の

活力を生み出すために必要な手法であると考えております。 

 しかしながら、こうした国の交付金の受け皿となるためには、事務的

な負担を伴うため、制度が浸透しにくく、あるいは事業持続ができなく

なる事例も生じております。これらを解決するためには、地域はもとよ

りＪＡなど関係機関とも十分協議し、事務的な部分を請け負う組織の設

立や活動組織の取り組みの広域化など、綿密な仕組みの検討が必要であ

ると考えております。 

 今後も各方面の御意見を伺いながら、整理をしてまいりたいと思って

ます。私も安芸高田市、山と農地、非常に多く占めておりますので、こ

の対策なしでは市の活性化はないと考えております。今安芸高田の農業

を担う若い人と今話をしてるんですけど、非常にいい意見が出されてま

すので、また今後そういう方向性が決まりましたら、また御提案したい

と思いますので、どうかよろしくお願いしたいと思います。 

 それと、先般高宮のキャベツ団地があったですね。ここで、社長から

いい提案もらいました。私はあっこは企業誘致で、例えば15ヘクタール

の農地やって、15人ぐらいの子を雇用して、固定資産税が入ってきたと、

簡単に思うとったんですけど、そうじゃないんじゃと。おっしゃるには、

やっぱり安芸高田市から大阪、東京、広島はもちろんですけど、売れる

ルートが確立されたということなんで、これは広島県にとって農業の革
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命でございます。県と連携しながら、ここで食える農業も一つの模索に

なるんじゃないかと今期待をしているところでございます。こういうす

ばらしい状況もございますので、楽しみにしていただきたいと思ってお

ります。 

○山 本 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 先川和幸君。 

○先 川 議 員  御丁寧な御答弁ありがとうございました。 

 今私が住んでいる地域は、農業に従事しているものは主体は70代前半

でございます。前を見れば80代前半、後ろを見れば60代後半と、いわゆ

る団塊の世代が中心で、その後はいないというのが実態であります。 

 これから5年先はどうなるであろうかとよく話題に出ますが、体は衰

えても今後の方向だけは何とかしたいと皆思っているところであります。 

 今私たちの課題は大きく3点あろうかと思います。ネガティブかもわ

かりませんが、1つは私たちの経済力の衰退、2つ目は地域の核となる人

材不足、3つ目は草刈の仕事、の3つでございます。これらについてのお

考えを直接の担当部長に、私たちの課題をどうとらえておられるか、伺

ってみたいと思います。 

 まず、1点目の経済力の衰退に伴い、農家のやる気というか、活気対

策でございますが、一昔前は農機具を買うにしてもボーナスで当て込み、

今は年金という、機械の更新にも難儀なところであります。元気になる

には何といっても収益、お金であろうかと思います。一昔前、ある国会

議員が流した汗が報われるような社会に、というのがありましたけれど、

今も高収益作物の導入とか、ＪＡのゴーゴー作戦とかいろいろ言われて

おりますが、私は根本は有能かつ熱心な指導員体制の確立ではないかと

思っております。この辺のところ、部長さんのお考えをお伺いしたいと

思います。 

○山 本 議 長  答弁を求めます。 

 産業振興部長 清水勝君。 

○清水産業振興部長  ただいまの御質問にお答えしたいというふうに思います。 

 経済の衰退によって、農機具の更新等もままならないということで、

現在はお米の値段も御承知のとおり低下してまいっております。米が主

体の農業経営では成り立っていってないというのが、現状だろうという

ふうに分析をいたしております。これは、小型農家、大型農家を問わず、

あるいは法人、担い手を問わず、米オンリーの農業経営だけではたちい

かないというのが現状だろうというふうに今思っとります。それも、随

分昔であれば田んぼが1町1ヘクタールあれば一家が子どもを養っていけ

るという時代もあったわけでございますが、時代の衰退によって米の値

段が低下したということでございます。 

 そういったところを的確に判断しながら、ＪＡとも連携しながら、米

から先ほどもありましたように高収益の野菜に転換していくと。あるい

は主食用米でなしに、飼料米であったり、そういった食用米からの転換



82 

ということで、現在ＪＡとも連携をしながらそういった方向転換を図っ

ているところでございます。そのためにも、いろいろな施設の整備等々

も、国、県も十分に制度はありますけれども、安芸高田市とすれば、市

の現状にかんがみながら、そういったところをより農家所得が向上する

ように、鋭意今までも努力してきたつもりでもあります。 

 今後ともそういったところに着目しながら、個々の農家、小規模農家、

兼業農家、大型農家を問わず、そういった地域を守っていただいとる農

家所得の向上に向けて、鋭意努力をしてまいりたいと考えております。

以上でございます。 

○山 本 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 先川和幸君。 

○先 川 議 員  ありがとうございます。 

 私たちは何といっても素人でございます。そして、高収益作物、米作

からそういうところに転換する施策ということでございますが、やはり

そこには本当に有能なといいますか、熱心な指導員がいらっしゃらない

となかなか前に進まないのだと実感いたしております。ぜひとも、この

辺のところ、今後にお考えをいただきたいと思います。 

 次に、2つ目の地域の核となる人材不足であります。我田引水的な土

壌の中では、なかなか自分がトップとなってみんなを引っ張っていくと

いう者は少なく、中山間等直接支払制度の事務も長らく地域をわけたの

でせめての恩返しにと、煩雑な事務を引き受けてくれているのが実態で

あります。まだそういう人がいればいいほうでございます。 

 今、国は地域間格差是正のため、さまざまな施策を打ち出しておりま

すが、その申請事務の煩雑さから幾らいい餌でもそれを食べる気力がな

いのも事実であります。 

 私は、この事務補助、またはリーダー補助ができる組織を望むところ

であります。例えば、農業のおかげで収益を上げている優良な企業から

社員の派遣ができないのか、これも一種の企業誘致であろうかと思いま

す。いずれにしても、どういう方法にしろ、こういう組織の必要性につ

いて、必要だと思いますが、まず部長さんにお伺いをいたします。 

○山 本 議 長  答弁を求めます。 

 産業振興部長 清水勝君。 

○清水産業振興部長  人材不足、特に事務を地域でつかさどる人材がいないということにつ

いては、我々もそのことはひしひしと感じております。中山間、あるい

は多面的機能の支払いの説明会をそれぞれ行うにしても、これまでとは

違ってなかなか地域でそういった事務をやってくれる者がいないんだと

いう切実な声をたくさん聞いておるところでございます。それによって、

今まで中山間にしても多面的機能支払にしても、地域で対応していただ

いておったのが、事務方がいないためにその事業をあきらめると、いっ

たところの地域もたくさん見てきておりますので、そういったところの

必要性については現場サイドも大きな課題として感じておるところでご
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ざいます。 

 今、全国的にもそういったところの取り組みを先進事例も聞きながら、

対応していかなくちゃならないということで、今議論を重ねておるとこ

ろでございまして、基本具体的には広域的なそういった事務連合といい

ますか、そこそこの事業体に任せるんじゃなく、例えば安芸高田市全域

を一つのそういった事務ができる連合体を組織して、そこが中山間にし

ても多面的機能の事業をすべて受けると。地元においては、写真を撮る

ことと、進めていただいた人員の把握をしていただければ、その事務連

合のほうで事務をすべてやっていくと。ただ、これはそれぞれの地域か

らの何％かのものを拠出してもらうということがございますので、これ

までよりも地元に入る金額については多少目減りをするということにな

ると思いますが、喫緊の課題である地元の人材不足を補うためにはそう

いったことも早い機会に立ち上げていくということを強く思っていると

ころでございます。以上でございます。 

○山 本 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 先川和幸君。 

○先 川 議 員  本日の質問の一番はここでございまして、市長さんにもこの件に関し

て御答弁をいただければと思っております。 

○山 本 議 長  市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  今いろんな事業の執行において、人手不足とかやるんがおらんという

のが大きな課題でございますので、行政としてもどういうことが手伝え

るとかいうのはしっかりと考えていきたいと。各種団体とか、今の職員

とか、これ真剣に考えていきたいと思います。これがないとやっぱりい

ろんな中山間地域の直接払いとかできないわけですから、こういう事務

の執行については、これからもしっかり整理していきたいと。この前提

のもとに、この事業をうまくやることによって、この対策を講じている

ことになりますので、これ基本的な話なので、足元置かんこうにそうい

う仕組みづくりについては、これから検討していきますので、御理解を

賜りたいと思います。 

○山 本 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 先川和幸君。 

○先 川 議 員  よろしくお願いいたします。 

 3点目の年3回から5回行う草刈り場の多さであります。 

 急な斜面を、また水路の土砂上げ等なかなか難儀をいたしております。

この対策について、指針になるものは今のところないと思います。私は

この対策として、個人的にはヤギを昨年から飼っておりますが、ヤギは

雑草だけでなく、食用の野菜までも食べて困っております。 

 しかし、癒しにはよく、近くの小さな子どもたちも時々来てくれます。

このヤギの乳でバターとかチーズができたら、地域の特産にならないか、

淡い夢を持っているところでございます。 

 体力が衰えるこれから先、この防草対策についてのお考えを部長さん
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にお伺いをいたします。 

○山 本 議 長  答弁を求めます。 

 産業振興部長 清水勝君。 

○清水産業振興部長  3点目ののり面の草刈り、我々も非常に頭を悩ませておるところでご

ざいます。農地を集積して担い手が農地を預かったとしても、30ヘクタ

ール、50ヘクタールの農地ののり面の維持管理、非常に大変でございま

す。できうる限り、そういった担い手に任すんではなくて、地域の預け

た農家もできるところは一緒にやっていくというのが、集落営農、ある

いは地域の農地を守っていくという観点から大事なことだろうというふ

うに思います。 

 そういう意味でも農地を預けるとき、預かるときのお話し合いを、十

分していただくようにということで、お願いをしておるところでござい

ます。 

 ただ、それが基本となりますけれども、基本的には今後先ほどありま

したように、高齢化が進んでいく、あるいは地域の人材が不足していく

ということになりますと、抜本的な解決策を考えていかにゃいけんと。

今ごろ、先進的な事例でのり面になかなか伸びにくい草を植えたり、そ

ういった新たな手法も紹介されております。そこらについても鋭意研究

しながら農家ののり面の除草について、今後そういった人手がかかりに

くい新たな技術についても鋭意研究してまいりたいというふうに考えて

おります。 

 以上でございます。 

○山 本 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 先川和幸君。 

○先 川 議 員  大変ありがとうございます。 

 市長さんにおかれましても、私たちの課題も心にとどめていただき、

今後の方策に努めていただきたいと思います。 

 次に移ります。 

 小枠2点目の農地中間管理事業についてお伺いをいたします。 

 農地の貸し手と農地の借り手の、いわゆる仲人的な役割を放つ広島県

の森林整備、農業振興財団による農地中間管理機構が設けられています

が、この現状とここに至っての問題点、さらには今後の取り組みについ

て市長にお伺いをいたします。 

○山 本 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  御答弁する前に、さっきの草刈りの件なんですけど、私も現場へ行き

よったら多いんです。のり面が多ゆうて。ほいで、この補助金の取り方

も条件があってなかなか取れんので、市としてどうしたら負担がないよ

うにできるかということは、また考えていきたいと思います。圃場整備

のお金を安くあげるために、皆こののり面にされとるんです。ただ、そ

れは本人のあれなんで、現実としてのりが多いので、やっぱりこのこと
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もしっかり課題と受けとめていきたいと思います。農家の方々が安心し

てのり面の管理ができるような仕組みづくりを、また一緒に考えていき

たいと。まずは、どうしたら補助金が取れるかということもしっかり考

えていきたいと思いますので、御理解してもらいたいと思います。 

 2番目の質問に移ります。 

 農地中間管理機構による農地集積の現状と問題点、及び今後の取り組

みについての御質問でございます。 

 農地中間管理機構は各県に1組織が置かれており、平成26年度から業

務を開始しております。これまでの農地の貸し借りにつきましては、土

地所有者と耕作者の間で貸借契約を農業委員会を通して設定をしており

ましたが、この間に中間管理機構を入れることにより、農地の有効利用

や継続や、効率的な農業経営を進めるための集積を加速化する目的がご

ざいます。 

 人・農地プランが作成された集落等において、構成員の合意により、

担い手を特定し、そこへ農地を集積するために、農地の出し手が貸付希

望を提出し、担い手から提出された借受希望とを中間管理機構でマッチ

ングするという手法であります。 

 平成27年11月末の集約状況によりますと、安芸高田市の農地中間管理

事業の今年度実績見込みは248.5ヘクタールで、広島県内では東広島市

の613.8ヘクタールに次いで2番目に多い面積となっております。 

 この事業を活用することで、要件を満たせば地域集積協力金や経営転

換協力金、また耕作者集積協力金の交付を受けることができるようにな

りますが、こうした制度を最大限に活用すべく、積極的に取り組んでい

るところであります。課題といたしましては、出し手が要望するすべて

の農地について、受け手が見つかるわけではなく、あらかじめ話の整っ

たものしか管理機構が受けてくれないこと。したがって条件の悪い圃場

が遊休農地化してしまうおそれがあることであります。また、交付金を

受けるためには、畑を含むすべての農地について、遊休農地があっては

ならないとの要件があり、台帳と現地との突合に手間取るなどの課題も

ございます。 

 米価の下落を含め、農産物価格の低迷、農業者の高齢化などにより、

農地を預けたいという方は着実に増加しており、今後とも担い手の農地

集積は進むと予想されます。可能な限り制度を有効活用していきたいと

思いますので、どうか御理解を賜りますようお願いいたします。 

○山 本 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 先川和幸君。 

○先 川 議 員  今後ふえていくという予測だということでございます。集積協力金に

しても、1年と1回という本当1回ぽっきりというとこではございます。 

 私ちょっと心配いたしますのが、土地の出し手と借り手のバランスが

崩れたとき、そのときはどうなるんだろうかと。例えば優良農地で機構

がいわゆる集積協力金というようなことでのニンジンをぶら下げて、ど
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んどん集積していくと。一方で地元の広島のほうから担い手が来るとい

うわけにはいかないでしょうから、地元の担い手が果たしてそれで対応

できるかどうかと。担い手も今見ますと、そんなに強力な地盤は持って

おられません。そういう中で本当どんどん集積しながらも、担い手の受

け手が少ないというバランスが崩れたときはいかがされるのか、これは

県のことですからなかなかわかりませんが、おわかりになれば一つよろ

しくお願いいたします。 

○山 本 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  今一番の課題をついておられると思います。要は土地をこの管理機構

に預けようと思っても嫁入り先がないと預かってくれんのですよ。これ

が一番うちの問題ですね。どこへ持っていくということが決まらないと

ですね。だから帳面の上ではちゃんとええようになってくるんですけど、

いわゆる結婚の性質と一緒なんですね。相手が受けてくれんと困るんで。

このことも県とか国ばっかり任すんじゃなしに、うちも入り込んで、こ

のことを有効活用できますよということの仕組みづくりに乗っていかな

いとうまくいかないと思います。 

 国のほうは、これ、減反の地域はすごく余っとる土地はちゃんと中間

機構で始末します言ってるんですけど、実際議員御指摘のように、実態

はそういうことでとまってしまうんで、そういうことのないように、

我々のこれからの課題と思いますけど、できるだけ多くの土地がちゃん

と有効活用できるように図っていきたいと。全くおっしゃるとおりなん

で、これを県とか国とかいうて投げとったら前進まないんで、我々も一

緒になってこういうことをしていかにゃいけん。特に預けるとこいうか、

その土地を有効利用しちゃろうという人がいるわけですね、今度は。こ

のことは、やっぱりうちの課題としてしっかり考えないと、このこと事

業が前に進まんと思いますので、御理解してもらいたいと思います。 

 貴重な御提言でございました。ありがとうございます。 

○山 本 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 先川和幸君。 

○先 川 議 員  もう1点、ちょっと危惧を指摘しておきたいと思います。 

 いわゆる地域の環境保全ということで、多面的機能とかいうような事

業で、草刈りをやって景観保全をしてるところですが、この機構、地主

はいわゆる地主の責任というのもあるんですが、地主はもう機構のほう

に預けたから、もう知らないと。一方で、その機構のほうは、そういう

草刈りとか地域のそういう行事には出てこないと。 

 そうしますと、おのずとそこの地域のそういう部隊から不満が出てく

るわけですね。ですから、いわゆるこの機構さんは今後地域とどうかか

わっていかれるか、これは私は課題だと思っております。 

 これはまた今後、次回お尋ねする予定でございますので、こういう問

題があるということを一つ御承知おきいただきたいと思います。 
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 次に移ります。 

 現在、市では、地域の農業は地域の者で守るという理念のもと、人・

農地プランを推進されておりますが、現状と問題点、今後の取り組みを

市長にお伺いをいたします。 

○山 本 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの先川議員の御質問にお答えいたします。 

 人・農地プランの推進の現状、問題点、及び今後の取り組みについて

の御質問にお答えいたします。 

 農業を支える農地の問題について、集落等の単位で、現状の把握を行

い、5年後、10年後を見据えて、中心的な経営体を決定し農地を集積し

ていくため、人・農地プランの作成を推進しておるところであります。 

 現在、安芸高田市では市一円のプランを作成しているため、カバー率

は100％となっております。新規就農者や担い手への支援制度を受け皿

としておりますが、実質的な集積計画を実現するための集落ごとのプラ

ン数は63で、センサス集落を基準とした集落カバー率は29.4％とまだ低

いため、今後も地域での話し合いを推進し、プラン作成を支援してまい

りたいと考えております。 

 課題としては、担い手のいない地域についてはプラン作成が進まない

こと、また基盤整備をしていない圃場などは借り手が見つかりにくく、

遊休農地化する割合が高いことなどが挙げられます。 

 いずれにいたしましても、この人・農地プランの作成は今後の地域営

農を進める上では非常に重要な課題であると認識いたしております。Ｊ

Ａなどの関係機関とも十分情報を共有しながら、さらなる推進を図って

まいりたいと思っておりますので、御理解を賜りますようお願いいたし

ます。 

○山 本 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 先川和幸君。 

○先 川 議 員  重要と認識しておられるということで、今後ともよろしくお願いした

いと思いますが、やはり先ほど言いましたように、この事務的補助、い

わゆる雇用プランを作成するに当たっての事務的補助、そういうものが

ないとなかなか私のところも職員の皆さんにこういう制度ですと、いう

説明を受けたところでございますが、やはりそういうところが脆弱なた

め、そりゃいい制度ではあるけれど、なかなか食いついていけないとい

うのも実態であります。 

 現在、29.4％が近い将来的には35％とか37％とかいう目標値を立てて

おられますが、ぜひともそこがなぜ進まないのか、やはりそういう方が

いらっしゃるところは、比較的スムーズにいくかもわかりませんけれど、

あと残りの70％、60％は非常に難しい、そういうところが脆弱だという

ことをよく把握していただき、今後進めていただきたいと思います。 

 次に移ります。 



88 

 大枠2点目の人口減対策として、働く場の確保についてでございます。 

 本年度は、担当部長を設け、その強化を図られたところでありますが、

この1年その実績、さらには今後の雇用創出の方策を市長にお伺いをい

たします。 

○山 本 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの先川議員の御質問にお答えいたします。 

 人口減少に歯どめをかけるためには、雇用の場を確保、創出する施策

は欠かせません。そこで、本市では御承知のとおり、平成19年、市の産

業振興と雇用機会の拡大を図り、市の経済の発展と市民生活の充実安定

を目的に、企業立地奨励条例を制定いたしたところでございます。この

条例の適用を受けた企業数は4社であります。また、来年度以降に奨励

金の適用を受ける予定の企業が3社ございます。 

 今般の厳しい社会情勢のもと、新たに企業誘致することは、非常に難

しいものと認識しておりますが、本市におきましては市内全般に設置い

たしました光ネットワーク回線や、空き家、空き公共施設等を活用した

サテライトオフィス等の誘致を目指し、現在独自の助成制度を検討して

いるところでございます。 

 また、安芸高田市ふるさと応援の会関東地区では、企業誘致プロジェ

クトチームをつくっていただき、各種団体、企業に対して、コンタクト

を取っていただいております。こうした人脈も活用しながら、今後積極

的に企業へアプローチしてまいりたいと考えております。 

 新たな企業を誘致することもさることながら、一方で今般の厳しい社

会状況下では、市内の企業がいかに将来的に存続していただくことがで

きるか、欲を言えば少しでも規模拡大を実現していただくことができな

いか、ということも大きな課題であります。 

 引き続き、工業会を初め、関係団体と連携いたし、企業ニーズの把握

等に努めてまいりたいと考えております。 

 御理解を賜りたいと思います。 

○山 本 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 先川和幸君。 

○先 川 議 員  物事は結果でありますので、さらなる努力をお願いしたいところであ

ります。また、今後の方策をお伺いする中で、光ネットワークを利用し

たサテライトオフィスという新しい言葉が出てきましたけど、今後の成

果に期待をするところでございます。 

 最後になりましたが、難儀なところに光を当てる、これは行政の責務

だと思っております。今私たちの住むふるさとは、ある面で危機的な状

況であります。県の今年度予算にも、独自の企業誘致策と農業振興策が

盛り込まれているようでございます。市長の奇抜なアイデアをもって、

クライシスをチャンスにかえるよう、一層の御尽力をお願いいたしまし

て、私の質問を終わります。 
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○山 本 議 長  以上で、先川和幸君の質問を終わります。 

 以上で、本日の日程は終了いたしましたので、散会いたします。 

 次回は、明日午前10時に再開いたします。御苦労さまでした。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ２時４８分 散会 
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